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序

建設省松江国道工事事務所においては、安来地区の一般国道 9号の交通混雑を緩和 し

て、円滑な交通を確保 し地域社会の発展に資するため、一般国道 9号のバイパスとして

安来道路の建設を進めています。

道路整備に際しては、埋蔵文化財の保護にも十分留意しつつ関係機関と協議しながら

進めていますが、避けることのできない文化財については、道路事業者の負担によって

必要な調査を実施 し、記録保存を行っています。

当安来道路においても、道路予定地内の文化財について島根県教育委員会と協議 し、

同委員会のご協力のもとに平成元年度から発掘調査を行っています。

本報告書は、平成 5年度に実施 した遺跡調査の結果をとりまとめたものです。本書が

郷土の埋蔵文化財に関する貴重な資料として、学術ならびに教育のため広く活用される

ことを期待すると共に、道路事業が埋蔵文化財の保護にも十分留意しつつ進められてい

ることへのご理解をいただきたいと思うものであります。

最後に、今回の発掘調査及び本書の編集にあたり、ご指導ご協力いただいた島根県教

育委員会ならびに関係各位に対 し深甚なる謝意を表するものであります。

平 成 8年 3月

建設省中国地方建設局松江国道工事事務所

所 長 水 上 幹 之
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島根県教育委員会では、建設省中国地方建設局か らの委託を受けて、一般国道 9号

(安来道路)建設予定地内の遺跡の発掘調査を行 っています。安来道路の西端部分、東

出雲町地内の調査については、平成 4年度か ら実施 しています。本書は、このうち平成

5年度に東出雲町内において実施 した調査の結果をまとめたものです。

東出雲町は、古代国庁が置かれ出雲地方の中心地として栄えた意宇平野を西に控え、

北に中海を望むという立地を活か し、文化が育まれており、古代の遺跡も多数発見され

ています。今回調査を実施 しました四ツ廻 I遺跡では古墳時代の玉作工房跡が、林廻 り

遺跡では奈良時代の集落跡が、受馬遺跡では何百年も続 く信仰の跡がそれぞれ発見され、

この地域の歴史を考える上で貴重な資料が新たに加わりました。

本報告が東出雲町周辺の歴史を解明する契機となり、また広 く一般の方々の埋蔵文化

財に対する理解と関心を高める上で役に立てば幸いです。

本書の刊行にあたり、調査にご協力をいただきました地域住民の皆様や建設省松江国

道工事事務所をは じめ関係各位に厚 くお礼を申し上げます。

平 成 8年 3月

島根県教育委員会

教育長 清 原 茂 治



例

1.本書は建設省中国地方建設局から委託を受けて,島根県教育委員会が1993(平成 5)年度に実施

した,一般国道 9号 (安来道路)建設予定地内埋蔵文化財発掘調査の調査報告書である。

2.本書で扱う遺跡は,島根県八束郡東出雲町に所在する四ツ廻 Ⅲ遺跡,林廻り遺跡,受馬遺跡であ

る。

3.現地調査組織は次の通りである。

平 成 5年 度

調査主体  島根県教育委員会

事 務 局  文化課 広沢卓嗣 (課長),山根成二 (同課長補佐),中島 哲 (文化係長),伊藤

宏 (同文化係主事)埋 蔵文化財調査センター 勝部 昭 (セ ンター長),久家儀夫

(同課長補佐),工藤直樹 (企画調整係主事),田部利夫 (島根県教育文化財団嘱託),

有田 賃 (同嘱託)

調 査 員  埋蔵文化財調査センター調査第一係 宮澤明久 (主幹),北尾浩之 (教諭兼主事),山

尾一郎 (同教諭兼主事),原田敏照 (同主事),勝瀬利栄 (同主事),田 中強志 (同臨

時職員),林 嘉彦 (同臨時職員)

調査指導  勝部 衛 (玉湯町立出雲玉作資料館副館長)

遺物整理  安達裕子,荒川あかね,菅井国江,高木由佳,多久和登紀子,上山根美和子,杉原あ

いこ,仲佐美鈴

4.発掘作業 (発掘作業員雇用等)については,建設省中国地方建設局,硼中国建設弘済会,島根県

教育委員会の三者協定に基づき,島根県教育委員会からl■l中国建設弘済会へ委託 して実施 した。

社団法人 中国建設弘済会島根支部 布村幹夫 (現場事務所長),木村昌義 (技術員),原 博明

(技術員),与倉明子 (事務員)

5.報告書作成は1995(平成 7)年度に行った。本書に掲載 した遺構・遺物の実測・浄書は調査員の

ほか,加藤住子,門脇卓子,来海順子,熊谷妙子,守屋かおるが行った。

6.本書に掲載 した表紙および巻頭カラー写真と遺物写真図版の一部は,奈良国立文化財研究所の牛

島茂氏に撮影をお願いし写真を提供いただいた。他の遺物写真撮影は,錦田剛志 (島根県埋蔵文化

財調査センター主事)の協力を得て,勝瀬が行った。遺構写真は現地調査員が撮影を行った。

7.本書に掲載 した「周辺の遺跡図」は建設省国土地理院発行の地形図を使用 し,「遺跡位置図」は

建設省松江国道工事事務所の作図を浄書した。

8.挿図中の方位は国土座標法による第Ⅲ系の軸方位である。

9.挿図の縮尺は図中に明示 した。

10.本書で使用 した遺構略記号は次のとおりである。

SI一竪穴住居跡,SB一掘立柱建物跡,SD―濤,SK―土坑,SA―概列,SX―その他の遺構, P

一ピット

■.本書の執筆・ 編集は,指導・助言を元に,勝瀬が行った。

一一一口



12.所載遺跡の出土遺物及び実測図,写真等の資料は,島根県埋蔵文化財調査センターで保管 してい

る。
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第 1章 調 査 に至 る経緯

昭和47年 5月 26日 付けで,建設省松江国道工事事務所から県教育委員会あてに,国道 9号線バイパ

ス建設の基本設計資料作成のため,安来市吉佐町から松江市乃白町に至る30,3km区間における埋蔵文

化財の有無についての照会があった。

これを受けて県教育委員会では,地元教育委員会の協力を得て昭和47年・48年に遺跡の分布調査を

実施 した。これらの調査結果をふまえ,建設省からのルー ト案提示・遺跡の取扱い協議を経て,昭和

50年 7月 には発掘調査の契約を取り交わ し,同年には松江市才ノ峠遺跡,同平所遺跡,安来市大坪古

墳群,翌51年度には平所遺跡,東出雲町布敷遺跡の発掘調査を実施 した。平所遺跡では,埴輪窯跡か

ら馬,鹿,家,人物などの形象埴輪が出上 し,昭和52年 6月 には国の重要文化財に指定された。

昭和55・ 56年度には,昭和57年に開催が決定 していた「 くにびき国体」の主要幹線道路となる「松

江東バイパス」の開通を急ぎ,東出雲町出雲郷から松江市古志原町に至る5,4km間 の 7遺跡 (春 日遺

跡・ 夫敷遺跡 。布田遺跡・ 中竹屋遺跡・才ノ峠遺跡・勝負遺跡・ 石合遺跡)の 2車線分を緊急に調査

した。

その後,「松江バイパス」は高規格道路に設計変更され,「松江道路」となり,前回調査 した 7遺跡

の残り4車線分を,昭和61年度から平成 3年度まで順次調査を実施 した。

昭和61年度には安来市島田町から同赤江町に至る「安来バイパス」が事業化されたが,昭和63年度

には高規格道路に設計変更され,「松江道路」につなぐ東出雲町出雲郷一安来市吉佐町間の18.7kmの

「安来道路」として実施されることになった。この計画変更で予定ルー トにも変更が生 じたため,昭

和62・ 63年度に再度分布調査を実施 した。

「安来道路」の発掘調査は,平成元年度より平成 4年度まで安来市西赤江町から同島田町に至る6.9

klnの 区間で 7遺跡 (宮内遺跡・ 大原遺跡・ 臼コクリ遺跡・ 岩屋口遺跡・ 才ノ神遺跡・ 島田南遺跡)の

調査を実施 し,平成 4年度からは安来市荒島町―東出雲町出雲郷を「安来道路西地区」として,さ ら

に安来市島田町二吉佐町を「安来道路東地区」として実施中である。
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第 2章 位

島根県八束郡東出雲町は,島根県の東部に位置 し,西は県庁所在地である松江市と,東は安来市に

接する。北は中海に面 して平野を形成 し,南は標高473.Omの京羅木山をはじめとする山地を境に,

能義郡広瀬町と接 している。中海沿岸に広がる平野は,江戸時代と昭和30年代以降に行われた千拓事

業により埋め立てられており,千拓地の大部分は農地として利用されている。平野には国道 9号線や

JR山陰線が東西に貫いており,こ の周辺に市衡地が形成されている。こうした地の利を活かし,農

業以外にも各種の産業が発達 している。

町内の遺跡は,平野部やこれに面 した低丘陵上に多く確認されており,縄文時代以来,海と山の双

方の恩恵を受けた人々の豊かな活動の跡がうかがえる。

縄文時代の遺跡では,町の西方を流れる意宇川の両岸に広がる意宇平野の縁辺や中海に面 した平野

から低丘陵上において土器片を出土する遺跡が数例確認されている (鵜貫遺跡 。竹の花遺跡・ 春 日遺

跡・ 大木権現山古墳群)。 これ らの遺跡では明瞭な遺構は確認されていないものの,生活が営まれて

いたことが想定できる。

弥生時代前 。中期には,平野を中心に水田耕作が行われていたようで,意宇平野の布田遺跡では,

水田跡が発掘調査により明らかにされている。また意宇平野内には,前述の布田遺跡の他に,春 日遺

跡,布敷遺跡,分銅形土製品が出上 した鴇貫遺跡といった多量に弥生土器を出土する遺跡が点在 して

おり,集落が形成されていたことが考えられる。意宇平野から離れた中海沿岸部でも,磯近遺跡や寺

床遺跡では中鐵の上器や前 。中期の竪穴住居跡が確認されており,平野部と同様,活動の舞合であっ

たと思われる。こうした弥生時代の遺跡からは, しばしば土錘が出土することから,水田耕作のみで

はなく眼前に広がる中海で漁努も行われる豊かな生産活動の一端がうかがえる。なおこれらの遺跡か

らは弥生時代後期の遺物が減小する傾向にあり,こ うした時期に集落立地に変化があった可能性がある。

墳墓では,弥生時代後期後半に出雲地方で首長墓として特異に発達する四隅突出形と呼ばれる特異

な形態の墳墓が採用され造られるが,東出雲町においても,大木権現山 1号墳がこの形態の最終段階

の墳墓である可能性が強い。また古墳時代前期前半に位置付けられている東出雲町寺床 1号墳と安来

と

市塩津山 1号墳との主体部に共通

性が認められ,古墳時代前期には

出雲最大規模の前期古墳群を形成

していた安来平野西端の首長勢力

と何 らかの関係があったことが考

えられる。

これ らを含め,古墳時代には丘

陵上・ 丘陵斜面に多数の古墳が造

られる。前期古墳には,寺床 1号

墳,舶載の内行花紋鏡が出土 した

古城山古墳群が,中期古墳には岩

日 本 海
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を くりぬいて造 った舟形石棺の残 る春 日岩船古墳や形象埴輸・ 円筒埴輪等が出土 した大木権現山 2号

墳 といった墳丘規模の小さい古墳が点在 している。古墳時代後期になると古墳数はより数を増 し,特

に横穴墓は,数基か ら規模なものでは30基を越えて群を成すものが,平野に面 した斜面において確認

されている。また栗坪古墳群では石棺式石室が確認されている。古墳時代後期以降,西に接する意宇

平野は,出雲を代表す る巨大古墳が次々と造 られ,後の奈良～平安時代には国庁が置かれ,出雲の中

心地として発展する地域である。東出雲町内の後期古墳の動向も,意宇平野と深い関係が考えられよう。

古墳時代以降の集落の動向については,古墳時代前期と後期の住居跡が四ツ廻遺跡で,焼田遺跡で

は古墳時代後期か ら奈良時代の上製支脚などの土器が出上 したといった報告がある。その他中海沿岸

部か ら南へ離れた丘陵地においても土器が採集されている。今回調査を行 った四ツ廻 I遺跡・ 林廻 り

遺跡でも,古墳時代以降の住居跡が確認されてお り,今後 こうした資料の増加が予想される。

中世には,北端の標高400mを越える京羅木山頂には毛利氏が山城が築き,山頂か ら南方に望む広

瀬町富田城に対 した尼子氏と出雲国の覇権を巡る攻防の舞合となる。 この他にも春 日城跡,古城山城

跡,福良城跡 といった城跡が残されている。

発掘調査では明 らかにされていないが,国庁へ向かう幹線道である古代山陰道が町内を東西に貫い

ていたと推定されてお り,古代以来交通の要衝であったことがうかがえる。

参考文献
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東出雲町 『東出雲町誌』 1978
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東出雲町教育委員会 『夫敷遺跡』 1982

東出雲町教育委員会 『寺床遺跡調査概報』 1983

東出雲町教育委員会 『東出雲町の遺跡』 1988

東出雲町教育委員会 『磯近遺跡』 1989
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第 1表 周辺の遺跡一覧表 (番号は第2図に対応)

積  跡  名 蕃 号 遺  跡  名 番 号 還 名 積   跡   名

1 四 ツ 廻 ■遺 跡 務 貫 遺 跡 39 渋 山 58 高 井 橋 欠 群

林 廻 り遺 跡 岸 尾 遺 跡 40 渋 山 開 中 津 横 穴 群

受 馬 遺 跡 城 山 古 墳 群 原 ノ 前 潰 跡 6tl 揖 屋 神 社 古 墳

4 安 国 寺 古 墓 群 城 止 渋 山 池 C遺 跡 崎 田遺 跡

5 阿 太 加 夜 神 社 境 内還 跡 盟 渋 山 池 B遺 跡 藤 谷 古 墳

春 日遺 跡 25 こを雫r 44 渋 山 池 A遣 跡 深 田 卜の 苦 増

盾 26 山 田尾 遺 跡 渋 山 池 南 古 墳 群 64 浴
一竹 ノ花 _L潰跡 後 谷 窯 跡 子 谷 古 婚 平賀遺

以 下 古 墳 28 荷 延 吉 墳 君 経 壕 66 古

城 山 城 跡 29 安 垣 古 48 ツ 廻 浮報亦 黄 泉 谷 古 墳

内 馬 池 横 穴 群 30 49 ヤ ジ 山 横 穴 群 68 附 谷 遺 跡

戸 日屋 敦 横 穴 群 群 四 ツ廻 横 穴 群 69 青 木 遺 跡

才 ノ峠 古 墳 横 穴 群 屋 台 垣 横 穴 群

粟 坪 潰 跡 島 日横 穴 群 東 出雲 中 学

須 田 神 社 壻 肉 損 跡 島 田遺 跡

赤 廻 遺 跡 大 木 権 現 山 古 墳 群 54 五 反 日

古 城 山 城 跡 堤 谷 古 墳 群 55 大 鳥 イ ノ秤 還 跡 畑 古 墳

古 城 山 横 穴 群 幸 庚 積 跡 56 勝負遺跡 京 羅 木 山 城 跡

薫 肱 須 滑 3Jh 38 長 廻 古 墳 五 反 田 1号墳



第2図 四ツ廻H遣跡・林廻り遣跡。受馬遺跡の位置と周辺の遺跡 (1/25,000)
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第 3章 四 ツ 廻 I遺 跡

第 1節 調 査 の経 過 と概 要

四ツ廻 Ⅲ遺跡は,島根県八束郡東出雲町揖屋字四ツ廻に所在する。

遺跡は,現在の中海岸より約 l km南へ入り込んだ低丘陵地にある。南北に細長ぐ延びる丘陵の東側

斜面に立地 し,中海沿岸に広 く開けた平野から隔たった谷を入り込んだ場所である。眼前には隣接す

る丘陵が真近に迫っている。調査地の標高は約29～40mの斜面で,かなり急な斜面である。周辺には ,

同一斜面の約200m北側で,また尾根を越えた西側の斜面では発掘調査により主に古墳時代から平安

時代の遺跡が発見されている。

発掘調査は,平成 4年度に実施 した試掘調査の結果をもとに調査区を設定し,平成 5年 4月 5日 重

機による表土掘削から開始 し, 8月 4日 まで実施 した。この間には例年以上に雨天の多かった梅雨空

の合間をぬい,現地説明会を開催 し,町内外より多くの見学者が訪れた。

検出した主な遺構には,碧玉やめのうの未製品や砥石が出上 し玉作工房跡である古墳時代の竪穴住

居跡 (S101)や,掘立柱建物跡 (SB01～10),こ れ らに関連する柱穴などの古墳時代の生活の跡があ

る。他にも土器を埋納 した土墳 (SK05),落 とし穴状土墳 2基,用途不明土墳や濤状遺構を検出した。

土層観察

第 1層 表 土

第 2層 茶褐色土

第 3層 明茶褐色土

0               2m

第3図 四ツ廻H遺跡調査区土層図(1)(B― B′ ライン)(1/80)



1993年 東出雲町教委調査地
四ツ廻遺跡

第4図 四ツ廻H遺跡調査区位置図(1/2000)
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第 2節 遺構 につ いて

調査区は,狭い谷に面 した丘陵東側斜面であり,かなり急な斜面である。検出した遺構は,竪穴住

居跡 1棟 (SЮl),掘立柱建物跡10棟 (SB01～ 10),濤状遺構 2(SD01～ 02),土墳 8基 (SK01～

08)な どがある。また,掘立柱建物跡は急な斜面を掘り込んで作った平坦面に作られており,こ うし

た平坦面はSB01の ある標高37m付近と,SB02～ 10の ある標高30m付近の大きく2カ所で検出してい

る。

以下,それぞれについて述べる。

S101(第 7図,第 8図)南 北に延びた標高約40mの丘陵頂部から,東側斜面へと下がった標高35

mの位置にあり,頂部から東側斜面への変換点付近で検出した竪穴住居跡である。急傾斜地を掘り込

み,水平な床面を削り出している。床面は一部盛土によって谷側へ拡張されており,盛土層と,堅 く

締まった貼 り床面が検出された。規模は,床面は現存5,2m× 4.Om,壁の立ち上りは最大で0,4mで

ある。床面の中央付近には,直径約30cln深 さ20～50cmの柱穴 (Pl～ 4)を検出した。床面にはこれ

とは異なる直径10～ 30cal深 さ20cln以下の浅いピットが多数検出されているが,これらは深さがPl～

4と大きく異なり性格を異にするものであると思われる。また壁際に寄った位置では,直径20cm深 さ

25～ 30clnの 招鉢状のピット (P13, P17)が 2カ所確認されている。濤は,壁際を巡る幅20cal深 さ10

cmの浅い濤が確認できたが,部分的に深さが異なり,一部で途切れている。他にPl～ 4の間を縫う

ように蛇行 した性格不明の濤状遺構を検出している。

遺物は床面に貼り付いた状態や, ピット内部に落ちこんだ状態で土器が出土した他,玉作に関連す

る遺物が出土 していることから, この竪穴住居跡は玉作工房跡であると考えられる。玉作関連の遺物

は,碧玉・めのうの剣片,玉砥石などが見られる。

また,SЮlの周囲を囲むように,緩やかな弧状を呈 して平坦面が掘り込まれているが,SЮlと 同様

に谷側は不明である。平坦面の規模は,現存では長軸■m短軸0。 5mである。この平坦面とSЮlと の

関係については,土層の観察から,S101の埋土上面を覆っている橙黄褐色土層 (第 4層)が平坦面直

上に堆積 しており,S101が茶褐色土層 (第 3層)の流入により埋没 した後,平坦面が作られたのもと

考えられる。平坦面上には直径20cln深 さ10cmの ピットが 9個見られ,何 らかの施設が存在 していたも

のと思われる。

SЮlと 平坦面に関連 しては,流れ込みと見られる数点の上器片を除いて,古墳時代前期後半から中

期の上器群と,古墳時代中期末～後期の土器群の二時期のものが認められる。S101の床面に貼り付い

て出上 した遺物には,両者がほぼ同様な状態でそれぞれに出土 している。また玉類の製作に関連があ

る思われるP13・ P17か らは,古墳時代前期後半～中期の土師器甕や高杯が出土 している。S101の床

面上に堆積 した茶褐色土層中からは,古墳時代前期後半～中期の土器と,同中期末～後期の上器と共

に玉作関連の象J片・砥石・有孔円盤などの玉作り関係・祭祀関連遺物が出土 している。上面の平坦面

上からは,平坦面を検出した面より約10cln浮 いた位置で土器溜りがあり,こ れらの上器は古墳時代中

期末～後期の年代が考えられる。このような遺物の出土状況より,平坦面の時期は古墳時代後期と考

えられ,SЮlに ついては古墳時代前期後半から中期に玉作工房として使用され,その後一定期間使用

-10-
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第 4層 橙黄掲色土

第 5層 淡黄褐色上,粘質あり。土器混入せず。
第 6層 混炭黒色土

第7層  くすんだ黄橙色上。炭化物の小片多く含む。地山粒合む。

第8層 橙色土,かたくしまる。地山粒含む。=床面盛土。
第9層 黒褐色土,かたくしまる。=床面盛上

第10層  くすんだ黄褐色上=床面盛土。
第11層 暗黄褐色
第12層 黄褐色上

第13層 明黄褐色土,地山土。
第14層  (ビ ット内)黄褐色土,粘質あり,炭片含む。

第7図 四ツ廻H遺跡S101実測図 (1/60)
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第8図 四ツ廻II遺跡S101遺物出土状況 (1/60)

(朱…土器、青…砥石、緑…玉未製品)
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が廃絶された後に再度古墳時代後期ごろに何らかの形で使用されたものと思われる。平坦面の時期の

玉作りについては,土器溜り中から玉作遺物が出上 していることもあり考えられるが,砥石の出土が

無く,不明である。

SB01(第 9図)前 述のSЮlを取り囲むように掘 られた平坦面の西側に接 して位置 し,ほぼ同じ標

高に作られた建物跡である。SЮlと 同様に,かなり急な斜面を掘り込んで作られたためか,平坦面の

遺存状況は非常に悪 く,谷側のほとんどが流失し不明であった。検出した遺構は,緩い弧状を呈する

平坦面の掘り込みと,壁際に比較的近い位置の柱穴・浅い濤を確認 したのみで,建物跡の構造につい

ては不明である。しかし,壁際に並ぶ柱穴や掘り込みの形態から,掘立柱建物が想定できる。現存す

る平坦面は,長軸のおよそ4.8mが確認できる。西端部分はSD02よ って切られているものの,SЮl上

面にある平坦面の規模よりの 1/2以下という小規模なものである。柱穴は,直径約20cIIl深 さ20～ 30

clnの ものを14個確認 している。柱間は一定せず,位置も重複 しているものも見られ,建物は 1度以上

の建て替えが行われたと思われる。

遺物は,柱穴を検出した面で,須恵器外身 1点 (第28図 1),ほぼ完形の上師器小型の壷形土器を

1点 (第28図 2)と共に,めのうの勾玉未製品 1点 (第28図 3)が出土 している。この他に,埋土中

には,須恵器・土師器小片が多数出土 している。これら土器の時期は,概ね古墳時代ころと思われ ,

建物跡の時期もこのころのものであると見られる。埋土中からは,少量の碧玉・ めのうの剣片が出土

しているが,SЮlの床面や直上土層等と比べて非常に少なく,ご く少量である。その他の玉作に関す

る砥石などの遺物は出土 していない。

SB02(第 10図)SЮ l・ SB01の位置から約 6m下方,標高約30mの コンターラインに沿うように,

斜面が掘り込まれ,緩やかなカーブを描いて細長い規模の大きな平坦面が作り出されている。平坦面

の南側は,後世道路等によって削平されているが,調査区南西端では遺構が調査区外へ広がっており,

｀山林である現状の表面観察からも平坦面が確認できる。この平坦面では,多数の柱穴が確認でき,少

なくとも 9棟以上の掘立柱建物跡 (SB02～09)があったことが確認できた。建物跡の方向は概ね平

坦面の弧の方向に沿った方向であり,方位の規格性は見られず, 自然地形を利用 して作られた平坦面

に沿って建物の方向が決定されたと思われる。

SB02は平坦面の中央寄りで検出している。地山を大きく掘 り込んだ斜面側では,建物を区画 した

と見られるコの字状の掘り込みが確認できた。建物の規模は,長軸が長さ5。 2mであり, コンターラ

インに沿った自然地形を活かして作られている。柱穴は地山面に掘り込まれた直径20～40cIIl,深 さ20

～45cmの ものを検出しており,全体に直径が小さく深さが深い傾向にある。地山面は谷側に向かって

若千傾斜 しており,谷側の一部で柱穴が検出されていないことより,柱穴の配置を完全に復元するこ

とはできなかった。柱穴配置は,コ の字状の濤の方向と同じ方向にA― Aア ,B― Bア の 2列,これと

直交する方向にC― Cア という並びが考えられる。柱間は不揃いであり,切り合っていることもある

が,柱穴の深さや規模から,桁行き・ 梁行きとも2～ 3間程度の掘立柱建物跡であると考えられる。

柱穴の他に明瞭な遺構は見られず,焼土面も確認されていない。

遺物は,遺構検出面である地山上に貼り付いた状態では出土しておらず,こ の上に堆積 した黒色土

層中と柱穴の埋土中より須恵器・土師器の小片が出上している。 しかしこれらはいずれも小片であり,

かなり浮いた状態のものもあり,遺存状況は悪い。遺物の時期は,古墳時代後期後半に属するもので

-15-
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第9図 四ツ廻 II遺跡SB01実測図・遺物出土状況 (1/60)

ある。

SB03'04(第■図)SB02の東側,標高30m付近に広がる平坦面上に位置 している。SB02に おい

て見られた濤によるコの字上状の区画は認められず,柱穴の規模も直径40cm深 さ40cmと やや大きいも

のである。SB03と 04は柱穴の規模 。方向・柱間などがほぼ共通 し,重なり合うことより,建て替え

によるものと考えられる。SB02と 同様に柱配置は部分的にのみ しか明らかにできなかった。確認で

きた部分では,柱間は約1.8～2.lmで ある。SB02と これらSB03・ 04の間には直径20cm以下深さ30～

40clnの 小型の柱穴が多数認められ, これらの他にも建物跡が存在する可能性が高い。対照的にSB03・

04の西側,SB05と の間には,柱穴や濤が全 く確認されておらず,平坦面が空地として存在する部分

が見られる。このような空地はこの平坦面上ではSB02と SB09と の間にも見られる。

遺物は,SB03 0 04の 上面に土器溜りA・ 土器溜りBを検出している。これは地山直上に約2.8～

3.4m Xl.0～ 1.5mの範囲に上器が集中していたもので,杯身・杯蓋・高杯・平瓶・ 短径壷といった

須恵器と,土師器甑・竃・ 土製支脚・壷といったものが出土 している。土器溜りAには焼土面や人頭

大の焼石が含まれていたことより,炉跡である可能性が大きい。SB02と 03・ 04の間では,土器溜り

状に集中していないものの,須恵器・土師器といった土器片が多く出土 している。対 してSB03・ 04

の西側の空地ではほとんど遺物は認められない。これらの上器は流入によると見られるものを除き,

古墳時代後期後半のものである。

SB05(第 13図)SB03・ 04の東側に位置する。長軸5。 2mの コの字状の掘 り込みと,柱穴を 9個検

出した。コの字状の掘り込みの壁際には,幅 20cm深さ10cmの 浅い濤が部分的に 2か所で認められた。

柱穴はコの字状に区画された平坦面の内側と,区画外でも2個見られるが,他の掘立柱建物跡に比べ

-16-
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第10図 四ツ廻H遺跡SB02実測図 (1/60)

土層観察
第 1層 赤橙色上,地山レキ多く含む。

しまりなく軟かい。

第2層 黄色を帯びた橙色土,地山レキまれ
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第3層
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第5層

― J第 6層

土層観察
第 1層 赤橙色土,地山礫を多く含む。
第2層 黄色を帯ぴた橙色土,地山

坐黎多寺目窓「

がりあ鳴

黒掲色土,炭片少量含む。
上器小片を含む。
茶掲色土,炭片少量含む。上
器小片を含む。
3層 と同様。
黄褐色土,締まりあり。土
器片含まず。

第11図 四ツ廻Ⅱ遺跡SB03・ 04実測図 (1/80)
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第12図 四ツ廻Ⅱ遺跡 SB03・ 04遺物出土状況 (1/80)
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て柱穴が少なく,切り合っているものも無く,建物跡が重複 しておらず,比較的良好な検出状況であ

る。想定される建物跡は, コの字状の掘り込みと平行に作られた掘立柱建物跡である。谷側の構造は

不明であるが,柱間が 2間程度のものでコの字の区画の東側に寄って作られている。柱間は約1.6～

1.8mで ,柱穴の直径20～ 30cm深 さ50cmと 細く深い傾向にある。コの字状の区画と,おもに深 く細い

柱穴で建物を支えるという構造は,SB02と 類似 している。建物跡の主軸はSB02と は異なり,SB03・

04と揃っている。

遺物は須恵器・土師器が地山直上に堆積 した茶褐色土層中より出土 している。上師器壷は完形に近

い良好な出土状況であり,流入によるものではなく,建物の廃棄に伴って残されたものであろう。こ

れらの年代は概ね古墳時代後期のものである。

SB06(第 14図 )標 高30m付近に広がる平坦面で検出したもので,調査区南端で検出している。一

方は調査区外へ続いている。コの字状の濤による区画が一部に見られるが,平坦面の掘り込みを部分

的に深くしたものを利用 している。柱穴は直径20cm前後と細いものと50cmと 太いものと二列が想定で

き,建て替えを行ったものと見られる。SB06と 平行 して lm離れた位置で段状の掘り込みが確認さ

れた。これらの建物跡の前後関係については不明である。

遺物は柱穴の埋土中から須恵器不身・雰蓋や土師器の小片が出土 している。他に地山面より10cm浮

いた位置で小片の集中する土器溜りDを検出した。時期は概ね他の建物跡と同じ時期のものと思われ

る。

SB07(第 14図 )SB06の東側に位置する。谷に向かって遺構を検出した地山面が緩 く傾いている

ため,SB06よ りlm低い場所にあたる。調査区南端に接するため,全体を伺うことはできない。直
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径40～50cmの太い柱穴で,底は平底である。遺物は小片のみ少

数出土 している。

SB08(第14図)SB07の隣で検出している。柱穴の配置を

完全につなぐことはできなかったが,規模の共通性が認められ

る。直径40～50cm深 さ約40cmであり,コ の字状の区画は伴って

いない。焼土面や濤などの遺構も確認されなかったが,これに

関連すると考えられる土器溜りCが検出されている。土器溜り

Cは,ほぼ完形の移動式竃 (第36図)カミ押 しつぶされた状態で

地山面に貼り付いて出土 し,ほぼ完形の甑 (第35図 5～ 6)が

出上 した。その他,須恵器杯身,杯蓋や土師器壷,観などが出

土 している。良好な状態で煮炊き具が出土 しているが,焼上の

痕跡は確認されていない。

SB09・ 10(第14図)SB08と の並びにあり,SB02と も空地

を隔てて並びの位置に当たる。コの字状の区画は見られないも

のの,対応する斜面側の掘り込みは確認でき,本来区画があっ

た可能性もある。SB09と 10は やや軸を異にするものの,それ

ぞれに関連が深いと考えられるが土層の観察では新旧関係を明

らかにし得なかった。建物の柱配置はSB10では,柱間を約1.8

mに揃えた 1間 1間が考えられる。

遺物は須恵器・ 土師器の小片が,上面に堆積 した茶褐色土層

中より出上 している。またSB09 0 10のいずれに伴うか不明で

あるが土器溜りCが検出されている。これらより,他の掘立柱

建物跡と同時期であると見られる。

SD01(第16図)SB01と SB 2～ 10の ある平坦面のほぼ中間

位置する。標高33mコ ンターラインに沿って長さ約 6m幅 40cln

以下の浅い濤状を呈する掘り込みを検出した。平面形は不整で

あり,性格は不明である。かなり急な斜面であるため谷側が流

失している可能性も考えられる。

遺物は埋土中より上師器類が出土 している。かなり復元でき

るものもあるが,多 くは小片である。

SD02(第 17図)SB01の 掘 り込みの一部を切って作 られて

いる不整形の濤状遺構である。平面形は緩 く弧状を呈 し,幅は

0.4～1.2mと 中央で膨 らんでいる。地山をV字状に掘り込んで

おり,内部には堅く締まった黄褐色上の単一土により埋まって

いた。遺物は出土 しておらず,時期や性格は不明である。

SK01(第 18図)標 高38mと検出遺構中では最も最高位に位 第17図

置する。谷側の一片を欠いているが,長軸1.4m短軸0。 7mの小

少量含む(上石あり)

p    2甲

第16図 四ツ廻H遺跡SD01実測図
(1/60)

四ツ廻Ⅱ遺跡SD02実測図
(1/60)

-23-



判形の上坑である。深さ30cmの素掘りの上坑で,底は50× 70cmの小判形の平底である。内部には淡黄

褐色の単一土層で,遺物は出上していない。

SK02(第 18図)標高30m付近に広がる平坦面上に位置する。長軸80cm短軸40cmの小判形の上坑で ,

深さは40cmで ある。底部は平底である。内部に堆積している埋土は,平坦面上にある掘立柱建物の柱

穴等とは異なるっており, これらとは性格・時期を異にしていると見られるが,遺物は出土しておら

ず,時期,性格は不明である。

SK03(第 18図)標高35mに位置する,直径75cmの平面形がほぼ正円を呈する深さ30clllの地山を掘

り凹めた土墳である。平底には直径20clll深 さ10cmの ピット状の掘り込みが見られる。埋土は2層に分

けられ,下層は黒色の混土炭層である。底や壁は赤く焼けており,赤褐色を呈する。遺物は出土して

いない。

SK04(第18図)S101と SB01の 間に位置する地山に掘り込まれた土墳である。掘り形の平面は長

軸1.4m短軸1.Omの精円形を呈し深さ70cmで,黄褐色の単一土層により埋まっている。底は緩い傾斜

を持っており,底から1/2の位置で掘り込みの傾斜が変化 している。遺物は伴わず時期,性格は不

明である。

SK05(第20図)SK05に 隣接する位置で検出している。長軸80cln短軸50cmの楕円形の掘 り形を持

つ地山に掘り込まれた土墳で,一部後世の攪乱により不明である。底は平らに整っており,底に接 し

て土師器壷形土器が 1個体寝かせて置かれていた。この上器は接合によりほぼ 1個体分が揃っており,

本来完形で置かれたものが土圧により破損 した状態で出上 したものと見られる。この上器は古墳時代

前期後半～中期前半に属すものと見られる。その他の出土遺物は検出されていない。

SK06(第 18図)SЮlに 近接 して検出している。S101な どによリー部切られていることもあり,不

整形である。内部には黄褐色上が固く締まって堆積 し,遺物は出上していない。性格や時期は不明で

ある。

SK07(第 19図)斜 面上,標高33mで検出している。平らな底の中央にピットがある二段掘りの形

態より,落とし穴として利用されたものと考えられる。平面形はほぼ正円を呈し,直径 lm深さ約 1

mの円形に地山を深く掘り込んで作られている。直径80cHlの 円形の平底の中央には,直径18cm深さ34

clnの 杭穴が穿たれている。また壁を横方向に小さく掘り込んだ性格不明の「棚」状の掘り込みが検出

された。埋土中より上器小片が出上 している。小片のため詳細は不明であるが,鉢や甕などの体部と

見られる。文様は無く,特徴が不明瞭なため時期を確定するのは困難であるが,こ の遺跡で出上 して

いる古墳時代の上師器類の胎土とは大きく異なり,大粒の砂粒を多量に含み,暗褐色を呈 している。

落 し穴状土坑の多くは縄文時代に遡るものが多く,こ の上坑も古く遡る可能性が高い。

SK08(第19図)SB01の上で検出した。大きさは直径1.4m深 さ1.3mでやや小判形を呈する。径

90cIIl× 120cmの楕円形の掘り込みの平底に穿たれたピットは,直径18cm深 さ25cmである。遺物は出土

しておらず, 3層の水平な土層が堆積 している。SK07と 同様に落とし穴としての用途が考えられよ

う。遺構の時期は不明である。

SX01(第 18図)直 径約 lm深さ10cmと 浅い円形の掘り込みである。非常に細かく割れた土器片と

碧玉の剣片が出上 している。土器は小片で時期を特定することは困難である。遺構の性格は不明であ

る。
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第18図 四ツ廻H追跡SK01,02,03,04,06,SX01実 測図 (1/40)
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土層観察
第 1層 暗褐色 (地山土も含む)

第2層 淡茶褐色 (礫含まず掲色のまだらな土含む)

第3層 責灰色(lCm内外のジャリ石含む粘上質)

SK08

第19図 四ツ廻II遺跡SK07,SK08実 測図 (1/40)

土層観察
第 1層 褐色土(礫大の地山礫含む)

第2層 淡茶褐色土

第3層 暗茶褐色土

第4層 淡茶青灰色上

第 5層 青灰色土(猫質強上器含む)

第6層 橙色 (粘質上)

第7層 淡黄褐色  (粘質強)

SK07

0             1m

-26-



A′
36.3m

Cm

第20図  四ツ廻H遺跡SK05実測図(1/20),出 土遺物実測図(1/4)
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第 3節 遺物 について

四ツ廻工遺跡では,遺構に伴い遺物が出上している。また,遺構の上部に堆積した土層中からも出

土している。須恵器・土師器などの上器類が中心を占めるが,玉作に関連した未製品や崇1片,砥石な

どの遺物が遺構に伴い出土している。他に玉作と関連のない石製品も出上している。以下,それぞれ

の遺構・包含層ごとに特徴を述べるる。

S101出土遺物 (第21～27図 )

土 器 (第21図～23図 )SЮ lを検出した場所では,竪穴住居跡と平坦面が上下に重なっていると

見られ,時期の異なる土器が出土している。土器に限らず遺物の出土状況には大きく分けて次の①～

④の状況に分けられる。

① 竪穴住居跡の柱穴等のピット内の埋土中に完全に埋没した状態で出土したもの (第22図 10,

第23図 3)

② 床面より出土したもの (第21図 1,第22図 8～ 9,第23図 7～ 9)

③ 床面の上部に堆積した,竪穴住居跡の埋土中より出土したもの (第21図 2,第22図 5～ 6,

④ 竪穴住居跡が埋没したのち作られた平坦面上および直上の上層中から出上したもの (第 21図

3～ 6,第 22図 1～ 4,第 23図 1～ 2)がある。

①で出土したものは,土師器二個体のみである。ピット13中 より出土した甕 (第23図 3)は,頚部

から内傾して立ち上がる単純日縁の日唇部が肥厚する。体部外面の下半は縦方向,上半は横方向のハ

ケメが施されるもので,古墳時代前半期の布留式甕の特徴を残すものである。小片ながらピット17中

より出上した高杯 (第22図 10)は,杯部のみの出上であるが,杯部外面に段を持つ形態のものである。

これらは古墳時代前期後半～中期の特徴を備えており,松山編年のⅢ期当たる考えられる。

②では須恵器,土師器が出上している。須恵器はピット3に埋没し,ほぼ完形で出上した提瓶 (第

21図 1)がある。日縁端部が薄手の二重回縁を呈し,肩部は環状の把手が付くもので,体部は丸くよ

く張っている。大谷氏の編年による3期に当たるものと思われる。土師器には高杯,壷,甕がある。

高杯は杯部が外反して立上り,中央の外面に刺突痕を持つ (第22図 7,8)。 壷は,器壁が厚く体部に

小さく立ち上がる頚部を持つ短頸壷 (第23図 7)と ,胴部最大径が約10cmと 小型の壷 (第23図 8)が

ある。高外については,古墳時代前期後半～中期の特徴を備えているが,壷については不明である。

③では須恵器提瓶 (第 21図 2)と ,高杯や甕等の上師器がある。第21図 2の提瓶は,頚部が直線的

で長く,日縁端部は薄い二重回縁を呈す。外面は同心円状のカキメと肩部の環状の把手の部分には横

方向のカキメも見られる。内面は叩きタタキの痕跡を荒くナデ消している。土師器は小片のもので,

高杯や甕片が見られる。第22図13の高杯片は脚に円孔が三方に穿たれており,一部赤彩が施されてい

る。甕片は外反する単純な日縁のもので,古墳時代後期のものと思われる。

④では,須恵器蓋杯・甕片や土師器が出上した。特に平坦面の東端において検出した土器溜りは,

完形に復元可能な土器を合んでおり,平坦面に伴うものと考えられる。第21図 3と 5,第23図 1,2

はこの土器溜りから出上したもので,遺存状況も比較的良好である。第21図 3と 5は須恵器杯身で,
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両者とも外面の1/2か ら1/3の範囲にヘラケズリが見られる。立上りがやや高く日径も13cm前後

とやや大きめである。上師器甕では,単純日縁で胴部が丸く張りのあるもの (第23図 1,2)が見ら

れる。須恵器は大谷編年 3期に当たるものと思われる。

これを踏まえ遺構の時期について整理すると,①の遺物から8Юlの時期は古墳時代前期末～中期,

松山編年 3期と考えられ,SЮlの上位に重なった平坦面は④の遺物より古墳時代後期後半の大谷編年

3期と思われる。

玉作関連遺物 (第24～27図)玉作関連の遺物は,③②③④において出土しているが,③④では細

かい劉片のみであり,混入したものと思われる。以下,床面及びピット中からの出土品 (③②)につ

いて述べたい。

玉砥石 (第24図 ,第25図 1～ 2)玉砥石は,前述の①～③の状況で出上しているが,②での出土

が多くを占めており,また出上位置も谷側のピット17周辺の一角に集中している。石材は結晶片岩製

のみで,色調が緑や青味がかったものや,赤紫色のものがある。形態は個々に異なっており,扁平で

大きめのもの (第 25図 1,2),扁平で 5 cln未満と小型のもの (第24図 1～10)と があり,用途に応じ

て使い分けされていたものと思われる。いずれも非常によく使い込まれており,使用面は,結晶片岩

特有のがさがさとした自然面をほとんど残していない。第24図 1～ 3は厚さ0.5～1.5cmと 薄く,長さ

10cal前後の小さい砥石である。広い扁平な面は使用により滑らかな面となっている。細長い側面にも

使用痕が認められる。 2は一端は破損しているが一端はよく使用され,三角形に尖っている。4,5

は一部欠損しているが,欠損部を除いたほとんどに使用痕が見られる。広い扁平な面には幅1.2cm深

さ 1～ 3 mlmの浅い筋状の窪みが認められ,筋砥石として使用されたものと思われる。 6,7は破損せ

ず本来の形態を保っているもので,長さ8～10cmで手に収まりの良い大きさである。扁平な面は非常

に滑らかで,よ く使用されているがその他は自然面を残している。第25図 1,2は ,破損しておらず ,

使用時の大きさを残しているものと見られる。 1は合形状のもので,短辺である両端は砥石として使

用されていなかったようであるが,長辺および扁平な広い面は非常に滑らかである。広い扁平な面に

は浅い凹みが認められる。 2は菱形状で広い面がよく使用されている。

このように本遺跡から出土した玉砥石は結晶片岩製のもののみである。他の玉作遺跡で見られる砂

岩などを用いたいわゆる「筋砥石」状のものは認められていない。

玉未製品 E剣片 (第 26・ 27図 )

めのう,碧玉製の未製品と,景1片が出上している。これらの石材の完成品は他の遺構や包含層を合

わせても出土していない。玉の未成品や崇J片のおおよその出土量の約 2/3がめのう製であり,質の

悪いものも含めて残りの 1/3が碧玉といった割合である。その他の石材には,不純物を合む質の悪

い水品の崇I片が 1点出上している。

めのうを用いては,勾玉の製作が行われていたことが分かる。完成品に最も近いものでは,成形の

ための細かな剣離の凹凸が研磨により消され,ほぼ勾玉の形態にまで荒磨きがなされて,穿孔されて

いるもの (第40図 9)が遺構外からではあるが,SЮ lに近接した位置で出上している。これは,復元

長が約2.5cmと 小さいものである。

第27図 5。 6は原石から勾玉のおおまかな大きさを荒割りにより作り出したもので,長さ3.2clll厚
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さ 2 cmを測る。第27図 1～ 4はさらに細かな打割を加え半月状に整形 したものに研磨が両面及び背面

に施されたもので,長さ 3～2.4cm厚 さ 1～0,7cmを測る。腹面は未成形で,第一次荒割り時の剣離面

を残 し,挟 りも認められない。

碧玉は,めのうに比べて出土量が少なく,製品に近い形態のものや研磨が施されているものは出土

していない。第26図 1～ 4は第一次荒割 りによりおおまかに成形されたものである。 1は長さ3.6cm

厚さ1.5cmの やや不整形な未成品で,小さな象I離面で構成されている。 2は長さ2.7cm厚 さ1.3cmで あ

る。 3は長さ2.7GmO。 9Cmを測り,背面は崇J離 を施 し半月状に整えられている。このことより,勾玉を

意図している未成品と思われる。 4は縦長の景↓離面を多く残す長さ3.5cm厚 さ1.3cmの 角柱状の未成品

である。管玉の荒割り段階の未成品か勾玉の未成品と思われる。四ツ廻Ⅲ遺跡からは管玉の完成品に

近い遺物や製作過程を復元できる未成品や景1片が出土していないが,製作を行っていたとすると,荒

割りなどの製作の早い段階から管玉の長さに合わせて石材を加工 していたことが考えられる。

その他の遺物 (第25図 3～ 10)

S101では玉類が出土 している。床面に接 して出上した勾玉 (第25図 6)は尾部を欠いているが灰色

を呈 しており滑石製と思われる。その他の滑石製の有孔円盤 (第25図 3,4)や泥岩製勾玉 (第25図

5),小玉 (同 7～10)は床面直上の上層中より出上 している。これ らは製品であり,こ うした石材

の象!片や原石などの製作に関わる遺物が出上 していないことより製品として持ち込まれたものであろ

う。

SB01出 土遺物 (第28図 )

遺構の遺存状況が悪く,出上した遺物も少なかった。床面直上から出上した第25図 1は須恵器堺身

で, 日径が13.9cmと やや大きく,高い立上りを持つもので,外面は 1/2以下をヘラ削り調整を施 し

ている。 2は土師器の小形丸底壷で,体部外面の下半には細かい単位のハケメ調整が見られ,以上は

ヨヨ撫でである。これらの上器からほぼSЮ lの上部の平坦面と近いに当たると思われる。 2の丸底壷

の内部からは, 3のめのう製の勾玉未製品が出上 している。研磨がなされていない半月状のもので ,

長さ3.5cmと 本遺跡の未製品の中では大型のものである。他に玉作関連の遺物は出土 しておらず,直

―髭∝珍勿―

Cm

10c m

第28図  四ツ廻H遺跡SB01出土遺物実測図 (1/3,2/3)
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上に堆積 した土層中より極少量の碧玉 。めのうのチップが確認されたのみである。

出土遺物より,古墳時代中期の遺構と思われる。

SB02出 土遺物 (第29図 )

地山直上と上部において須恵器 。土師器が出上 している。上部に堆積 した土層からは斜面で真上の

位置関係に当たるS101付近より流れ込んだと思われる碧玉・ めのうのチップが認められた。

第29図 1は須恵器杯蓋で,内外面とも回転撫で調整である。 2は須恵器高杯である。現存部分から

は脚部に透 しは認められない。 3は土師器壷の日縁部, 4は胎土が非常に粗く甕型土器の一部であろ

う。これらの須恵器は大谷編年 4～ 5期に当たると見られ,土師器からも古墳時代後期後半のものと

考えられよう。

Cm

第29図 四ツ廻H遺跡SB02出土遺物実測図 (1/3)

SB05出 土遺物 (第30図 )

柱穴の重複が少なく,保存状況が良好であったこの遺構では,他の掘立柱建物跡に比べて遺物も完

形に近い良好な土師器が出土するなど良好な状態で出上している。第30図 1は須恵器の杯蓋片で,天

井部にヘラ削りが見られる。 2は杯身で,器形は大きく歪み,焼成時に接着した杯蓋の一部が貼り付

いている。 3～ 5は土師器壷および甕である。 3・ 5は甕で,外面に煤の付着がある。4は球状の丸

い胴部にやや外傾気味に開く日縁部をもつ壷である。これらの上器は遺構検出面に貼り付いた状態で

出上しており遺構の時期を表しており,大谷編年 4～ 5期にあたり,古墳時代後期後半のものである。
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第30図 四ツ廻H遺跡SB05遺物実測図 (1/3)

土器溜りA出土遺物 (第31～33図 )

SB02と 05の 間では,SB03 0 04付近で土器が多数集中して出土する場所が大きく2か所認められた。

ここはSB03・ 04が重なっているため何れに伴うものかは判断し難かったため,土器溜りA,土器溜

りBと 分けて述べる。

土器溜りAでは,蓋杯 (第31図 1～ 6),有蓋高杯 (同 7,8),無蓋高杯 (同 9),短径壷 (同 10～

12)と いった須恵器と土師器が出土している。杯蓋では,第31図 1が天丼部にヘラ削りを施すなどや

や古い様相を呈しているものの, 2～ 6は回転撫で調整によるもので 7の外身と共に大谷編年 5期に

当たると見られる。有蓋高杯では透しの有無,脚部形態に差違がみられる。土師器は混入と思われる

高杯片 1点 (第32図 5)を除いて甕 (第32図 4),甑 (第31図13),土製支脚 (第32図 1～ 3,第33図 )

といった煮炊き具で占められる。特に土製支脚は,図示しなかったものも合めて,大小 6個体がまと

まって出土している。大型の支脚は直径約 8 cln高 さ15cmの円柱状に3か所指示部がつくもので小型の

ものは直径 3 cln高 さ 8 clnに 同様に3本の指示部が付くものである。またここでは移動式電の庇部と見

られる小片が出上し,併わせて焼石や炭化物を多く含んだ土,焼土面が検出されていることから, こ

れらの煮炊き具を使用する場所であったと思われる。これらの時期は混入と思われる古墳時代前半期

の高杯片を除き,やや時期幅があるものの古墳時代後期後半,須恵器では大谷編年4～ 5期と思われる。
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土器溜 りB出土遺物 (第34図 )

土器溜りAの隣で検出した土器溜りで,一部がSB04の ピット上にかかって出土 している。土器溜

りAに比べると個体数は少なく,遺存状況も悪く,小片が多く含まれている。焼土面などの痕跡は確

認していない。第34図 1～ 3は郭蓋である。 1は小片であるが,外面の大部分を回転撫で調整による

もので, 日唇に凹線状の段がつくものである。 2,3は内外面とも回転ナデによるもので, 3には天

井部に×印ノヘラ記号が刻まれている。 6は無蓋高杯で,杯部は直線的で,脚部には透 しが認められ

る。須恵器ではその他に甕などの体部の小片が若干認められる (7～■)。 土師器は,小片がほとん

どであった。12は移動式竃の日縁部である。胎上に砂粒を多く含む。他に図示不可能だったが甕日縁

片,体部片なども認められた。土製支脚 (13,14)は大型のものが 2個体出上している。これらの時

期も土器溜りAと ほぼ同く古墳時代後期後半,大谷編年 4～ 5期にあたると思われる。

上器溜 りC出上遺物 (第35,36図 )

この上器溜りは,SB08～ 10付近のピット等の掘 り込まれていない空き地において検出されたもの

で,地山に貼り付くようにして移動式亀 (第36図)と甑形土器 (第35図 6)が,完形のまま土圧によ

り押 し潰されたような状態で出上 し,その上面や周辺にその他の上器が出上したものである。移動式

竃の直下や周辺の地山面では焼土面などは確認されていない。本遺跡からは掘立柱建物に伴うと見ら

れる土製の移動式竃が,小片を合めるとかなり多く認められるが,こ のように完形に復元が可能なも

のはこの個体のみであった。須恵器は蓋杯が 4個体出上 している (第35図 )。 1,2は天丼部が大きく

回転ヘラケズリによる調整で,丸い形態である。日唇部内面には凹線状のアクセントが見られる (同

図 2)。 3は大きく歪んだ杯蓋で,外面天丼部は回転ヘラケズリによる調整で肩部には凹線により強

調されている。土師器は,図示した甑,移動式竃の他に,甕の小片が出上している。第35図 5は,移

動式鼈と直接接 してはいないが,近接 して地山に貼り付いた状態で出土 した。二方向に器高の約 1/

2の位置に把手が付き,下部には四方向に直径 l cHl未 満の小孔が穿たれている。 6は, 5よ り日縁径

は大きく開いた形態であるが,器高,下方端の直径は大きく異ならないものと見られる。これは宅の

上部に重なるように出上したものである。移動式竃 (第36図 )は ,炊き日部分を一部欠くが,ほぼ完

形の良好な資料である。器高約35cm,受け回部径28cllで ,砂粒を多く合んだ胎上である。内面に薄く

黒班が見られるが,煤などの付着物は認められない。

これらの時期は古墳時代後期後半,須恵器より大谷編年 4～ 5期に当たると思われる。

SD01出土遺物 (第37図 )

不明瞭な濤状を呈するこの遺構では,内部に堆積 した土層より上師器が出上している。 1～ 3は甕

である。 1は内傾する日縁の立上りの端部が肥厚するもので,外面にはハケロが確認できる。 2,3

は端部肥厚 しない甕である。 4は土師器高杯の脚部である。これらの時期は 1については古墳時代前

半期の様相を色濃 くのこしているものの,その他については古墳時代後期の甕に共通 している。

SK05出土土器 (第20図 )

複合日縁のやや退化 した甕形土器である。日縁の立上りは直線的で約 l cmの厚みがあり,内外面と
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第31図 四ツ廻H遺跡土器溜りA出土遺物実測図(1)(1/3)
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第32図 四ツ廻Ⅱ遺跡土器溜りA出上遺物実測図(2)(1/3)
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2

0                  10cm

第33図 四ツ辺H遺跡土器溜りA出土遺物実測図(3)(1/3)

もヨヨナデである。外面は,肩部以上が斜め方向のハケメで,以下は縦方向のハケメ調整を施す。内

面は上半が横方向のケズリで下半は縦方向ハケメである。ハケメは一条の幅が太く荒いものである。

底部は欠損しており不明だが,直径10cm前後の平底であると思われる。時期は日縁の複合部が退化し

てきていることから古墳時代前期後半,松山編年 3期にあたると思われる。

その他の包含層出土遺物 (第38・ 39・ 40図 )

遺構の上面を覆う土層 (第 6図第 6層 )中を中心に土器類を中心とする遺物が出土している。遺構

がかなり急な斜面に作られていることもあり,多 くは遺構から流出したものであると考えられる。

上 器 (第38～39図 ,40図 1,2)遺構とからの流れ込みと思われるものの他に,今回の調査では

確認されなかった時期のものが若千見られた。第39図 5は小片であるが,高合付き杯である。底部は

回転糸切りで,直線的な杯部と連続するような底部の最も外側寄った位置に高台がついている。 9世

紀代のものとみられ,これ 1点のみの出上である。上師器ではS101や SK05な どで認められた古墳時

代前半期の上器が出土している。第39図 10は鼓形器台の一部である。14は器高約30cmの壷形土器で,

胴部がやや扁平な球形で, 日縁部は二重回縁の退化した形態である。

石製品 (第40図 3～ 7)3,4は S101で多く出土した玉砥石である。結晶片岩を用いており,何れ

もよく使用されている。 3は扁平なもので,類似したものがSЮlで出土しているが, 4は半円錐状の

砥石で,平坦な面は砥石として使用されておらず,自然面が見られる。 5は安山岩製の石匙状の石器

であり,細かな剣離みによって刃部が作り出されている。 6,7は安山岩製の無茎石鏃である。 8は

有孔円盤で,縁周が研磨され台形にされている。 9はめのう製勾玉の半製品であり,隅を丸く,光沢

が出る仕上げの研磨を行う前の段階の未製品である。
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第34図 四ツ廻H遺跡土器溜りB出土遣物実測図 (1/3)
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l第35図 四ツ廻H遺跡土器溜りC出土遺物実測図(1)(1/3)
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第36図 四ツ廻H遺跡土器溜りC出土遺物実測図(2)(1/4)
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第37図 四ツ廻H遺跡SD01出 土遺物実測図 (1/3)
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第38図 四ツ廻H遣跡その他の包含層出土遺物実測図(1)(1/3)
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第39図 四ツ廻H遺跡その他の包含層出土遺物実測図(2)(1/3)
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第 4節 小    結

四ツ廻Ⅲ遺跡では,古墳時代前期後半～中期前半の玉作工房跡 1棟,古墳時代後期の玉類を用いた

祭祀関連遺物,古墳時代後期の掘立柱建物跡 9棟,古墳時代前期土師器埋納土坑 1基,時期不明の落

し穴状土坑 2基等を検出した。

今回の調査では,古墳時代前期の遺構は,上師器埋納土坑 1基のみであったが,同一丘陵の先端で

は古墳時代前期の小谷式の竪穴住居跡が確認されており,周辺には古墳時代前期の遺構が存在するも

のと考えられる。

祭祀関連遺物については遺構は明瞭ではなかったが,斜面を小さく削りだした平坦面において行わ

れたものと見られる。

検出された主な遺構は古墳時代前期後半～中期の玉作工房跡と,古墳時代後期後半の掘立柱建物跡

群であり,以下それぞれについて述べ,ま とめとしたい。

玉作 りについて

出雲地方における玉作遺跡は,弥生時代前期以降の遺跡で確認されており,弥生時代中期ごろまで

は拠点的な大規模な集落において生産が行われていたことが明らかとなっている。弥生時代後期後半

には,それまでの軟質の緑色凝灰岩を用いた擦り切り技法による玉類の生産から,よ り硬質の碧玉や

水晶を用いた打割と研磨による製作技法に変わると言われている。古墳時代前～中期には,良質の原

石の産地である玉湯町花仙山周辺で玉作が行われるとともに,出雲地方の広い範囲で遺跡が確認され

ている。安来市大原遺跡,平ラⅡ遺跡,大東町大東高校グラウン ド遺跡,松江市大角山遺跡などが確

認されている。これらのうち工房跡が明らかなものでは方形の竪穴住居に「特殊 ピット」などと呼ば

れる工作用ピットを持つものが多い。四ツ廻I遺跡でもSЮlか ら検出され,こ の周辺から集中して象1

片や砥石が出土 し,玉作に関連する作業土坑と考えられる。また,弥生時代前期～中期の玉作遺跡が ,

平野部の大規模集落内であるのに対 し,花仙山周辺以外の地域で発見された弥生時代後期～前半期の

玉作遺跡には,遺跡の立地が丘陵部に多く,集落の規模が小規模なものが多い。これは,弥生時代後

期～古墳時代前半期の集落遺跡の立地自体が変化 した結果,玉作遺跡が丘陵地に発見されるというこ

とも考えられるが, この時期の集落の様相が明らかでない現状からは詳細な検討はできない。しかし,

丘陵部の急傾斜地や低丘陵の頂上部など日常生活にはやや不向きな場所が選択されている可能性があ

る。これが何に由来するものかは明らかにはできないが,あ るいは「玉作り」という技術・作業の特

殊性や道具・ 設備の保有に関わっているのかもしれない。

また四ツ廻 I遺跡での玉の製作技法については,およその手順を想定することが可能である。

勾玉は,碧玉・ めのうの両方で製作されている。まず第一次の荒割りで,半月状に作り出す。この

際背面には細かな剣離を繰り返 しなめらかな曲線を作り出すように意識されているが,腹面の四みは

見られず,大きな剣離面や自然面を残 し,直線的なままである。次に腹面以外に研磨が行われ,象J離

痕の凹凸を研磨により滑らかにしている。その後まず穿孔を行った後,腹面の凹部を研磨によって作

り出し,最終的に仕上げの研磨を行う,と いう手順である。管玉は成形の早い段階から管玉の最終的

な製品の長さに合わせて打割されていると思われるが、良好な資料が見られず、不明である。時期的
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時

代

宮垣地区

忌部後原遺跡 ?

大角 山遺跡
忌部中島遺跡

原の前遺跡
勝負遺跡

大原遺跡
柳遺跡

大東高校校庭遺跡

宮の上地区
狐廻遺跡 四ツ廻 亜遺跡

嘲
勘

ラ
広

平
高

奈

良

・
平

安

蛇喰遺跡

六反田遺跡

大田遺跡

出雲国庁跡

不 明 平床遺跡他多数 タテチ ョウ遺跡 玉造遺跡他 大倉 Ⅳ遺跡他

第41図  出雲における玉作遣跡

に近い松江市大角山遺跡や安来市大原遺跡では,勾玉は研磨を施す前の初期の成形において既に細か

な剣離により扶り込まれており,四ツ廻Ⅲ遺跡の手順とは異なっていると思われる。このような差が

時期差によるものか,正人の違いによるものか,今後より技法を検討 し明らかにする必要があろう。

掘立柱建物跡について

今回の調査では,古墳時代後期後半の掘立柱建物跡群を検出した。これは,丘陵裾部の傾斜の緩や

かな場所を利用 し,広い平坦面を削り出して建てられた建物跡で,こ の時期の一般的な小集落の様子

を窺い知ることができる。建物は,丘陵斜面を背に,並ぶように配されており,地形に即 して方位・

規格の制約は受けていないと思われる。建物跡は平地式の建物で,柱間1,8～ 2mの二間程度のもの

であったと思われる。出上 した須恵器より,大谷編年 3期～ 4期という時期が考えられる。また遺物

には,移動式竃が出上 している。出雲地方平野部では,山間部や特殊な施設の建物を除き,古墳時代

後期後半以降の住居跡では,造り付け竃を設けず,炉跡が明確で無い場合が多い。また造り付け竃の

変わりに土製の移動式竃が出土することが多く,これを用いて炉としていたことが分かる。四ツ廻Ⅲ

遺跡では,移動式竃と共に,土製支脚,甑形土器,甕といった煮沸具が揃って出土 しており,その後

奈良時代に至る土師器煮沸具の主要な器種が,こ の時期にはセットとして成立 していたことになろう。

以上今回の調査についてまとめたが,周辺にはほほ同時期と見られる玉作等の遺構も見つかってお

り, これらを合めた整理が今後必要であろう。
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四ツ廻 I遺跡出土遺物観察表

挿図番号 器 種
法   量

胎   土 焼 成 色  調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備   考
日径 底径 器 高

第20図 上師器
甕

23.2 石英、長石など 1

mm以上の砂粒合
良好 穫 色 外面ヨコナデ、縦方向のハ

ケ
G[ζ05

第21図 1 器
瓶

恵須
提

26 5 2 mm以下の砂粒合
む

良好 淡黒灰色 外面カキメ回転ナデ
内面回転ナデナデ

S101

第21図 2 器
瓶

恵須
提

282 白色砂粒合む 良好 青灰色 外面カキメ回転ナデ
内面回転ナデナデ

SЮl

第21図 3 器
身

恵須
杯

13.2 5 25 緻密 白色砂粒含
む

良好 灰 色 底部回転ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

S101
|

第21図 4 器
身

恵須
杯

普通 白色砂粒合
む

良好 灰 色 外面回転ナデ
内面回転ナデ

S101

第21図 5 器
身

恵須
不

緻密 砂粒合む 良好 淡灰色 底部回転ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

S101

第21図 6 器
身

恵須
杯

砂粒含む 良好 暗灰色 外面回転ナデ
内面回転ナデ

SЮl

第22図 1 須恵器
甕

普通
む

白色砂粒合 やや不良 暗褐灰色
橙色

内外面タタキ SЮl

身g22優42 須恵器
甕

普通
む

白色砂粒合 やや不良 紫褐色
橙色

内外面タタキ SЮl

身雷22C町 3 須恵器
甕

普通 白色砂粒含
む

やや不 良 色
色

褐
褐

紫
橙

内
外

内外面 タ タキ SЮl

身窟22優44 須恵器
甕

普通
む

白色砂粒合 やや不良 紫掲色
断面灰色

内外面タタキ SЮl

第22図 5 器
杯

師土
高

密や
む

や
含

白色砂粒 良好 明橙色 外面ヨヨナデ S101 外面に黒斑

第22図 6 器
杯

師上
高

普通
む

白色砂粒合 良好 黄褐色 外面ヨヨナデ
内面ヨヨナデ

S101

Я喜22憂雪7 器
杯

師上
高

密や
む

や
含

白色砂粒 良好 明橙色 外面ヨヨナデ ハケメ

内面ヨコナデヘラミガキ ?

S101 外面に黒斑

第22図 8 器
杯

師上
高

石英、長石粒合む
茶褐色粘土粒合む

良好 明種色 外面ハケメ S101

第22図 9 器
杯

師土
高

砂粒含む 良好 明橙色 外面ヨコナデハケメ

内面ヨコナデ
S101

身営22優雪10 器
杯

師土
一局

砂粒含む 良好 明種色 外面ヨコナデ
内面ナデ ?ミ ガキ ?

SЮ l

第22図■ 器
杯

師上
高

密 秒粒合む 良好 明黄褐色 S101

第22図 12 器
杯

師上
高

やや密 砂粒含む
茶褐色粘上粒含む

良好 明黄褐色 外面ヨコナデ ?

内面ハケメヨコナデ
S101

第22図 13 器
杯

師上
高

やや密 砂粒合む 良好 明黄褐色
脚内黒色

外面ヨヨナデ ?

内面ヘラケズリ後ヨコナデ
S101

身留22瞬�14 器
杯

師上
高

やや密 白色砂粒
合む

良好 淡黄色 外面ヨコナデハケメ
内面ヘラナデ

S101

第23図 1 土師器
壷

192 23 7 普通 白色、石英
長石粒含む

良好 桂褐色 外面ヨコナデハケメ

内面ヨコナデヘラケズリ
S101 外面にスス付着

第23図 2 土師器
笠

砂粒多く合む 良好 明橙色
黄橙色

外面ヨヨナデハケメ

内面ヨコナデヘラケズリ
SЮユ 外 面 に黒斑

第23図 3 土師器 普通 白色、
長石粒含む

石英 良好 淡黄褐色 外面ヨコナデハケメ
内面ヨコナデヘラケズリ

S101 外面にスス付着

第23図 4 土師器
壷

色
む

白
含

半透明砂粒 良好 橙 色 外面ヨコナデ
内面ヨコナデヘラケズリ

S101

身舒23彊雪5 土師器

堕

普通 白色、半透
明砂粒合む

良好 種 色 外面ヨコナデハケメ

内面ヨヨナデヘラケズリ
SЮl 外面にスス付着

Я缶23優ζ6 上師器
壷

3 mn程度の石英長
石粒含む

良好 淡黄褐色 外面ヨヨナデハケメ

内面ヨコナデヘラケズリ
SЮl

第23図 7 土師器
壷

白色砂粒合む 良好 笹 色 外面ヨコナデヘラナデ
内面ヨコナデヘラケズリ

S101



挿図番号 器 種
法   量

胎   土 焼  成 色 調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備   考
口径 底径 器 高

第23図 8 土師器
宝

やや密 細かな白
色、石英粒含む

良好 明橙色 外面ヨコナデ
内面ヨヨナデヨビオサエ

夕g23屁頚9 土師器
甕

23.5 石英、長石粒多く
合む

良好 明橙色 外面ヨヨナデ
内面ヨコナデヘラケズリ

SЮユ

第28図 1 器
身

恵須
杯

白、黒色砂粒合む 良好 青灰色 底部回転ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第28図 2 土師器
小形壷

5 1nm以下の砂粒合
む

良好 淡黄褐色 外面ヨコナデハケメ

内面ヨコナデケズリ
SB01

第29図 1 器
蓋

忘須
杯

普通 白、黒色砂
粒合む

良好 暗青灰色 天丼部ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB02

第29図 2 器
杯

恵須
高

l mm以 下の砂粒合
む

良好 淡青灰色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB02

第29図 3 土師器
壷

やや粗 白、黒色
砂粒合む

良好 明橙 色 外面ヨコナデ
内面ヨコナデケズリ

SB02

身営29優�4 土師器
甕

26 5 粗 石英粒など多
く合む

やや不良 淡黄褐色 外面ヨコナデハケメ

内面ヨヨナデケズリ
SB02

第30図 1 器
蓋

恵須
杯

白、黒色砂粒含む 良好 黄濁灰色 天丼部ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB02

第30図 2 器
身

恵須
杯

密 黒色砂粒合む 良好 青灰色 天丼部ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB02

第30図 3 土師器
望

3剛以下の秒粒合
む

良好 明澄色 外面ヨコナデハケメ

内面ヨコナデケズリ
SB02 外面にスス付着

第30図 4 土師器
堕

普通 5 nun以 下の
白色砂粒合む

良好 橙 色 外面ヨコナデハケメ

内面ヨコナデケズリ
SB02

第30図 5 土 師器
gE

やや粗 石英、長
石を多く合む

良好 黄橙色 外面ヨコナデハケメ

内面ヨヨナデケズリ
SB02

第31図 1 器
蓋

恵須
杯

白色砂粒多く含む 良好 灰 色 天丼部ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りA

第31図 2 器
蓋

恵須
杯

2 mm以下の砂粒含
む

良好 淡青灰色 天丼部ヘラ切り後ナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りA

第31図 3 器
蓋

恵須
杯

126 緻密
む

白色砂粒含 良好 青灰色 天丼部ヘラ切り後ナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りA

第31図 4 器
蓋

恵須
杯

天丼部ヘラ切り後ナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りA

第31図 5 器
蓋

恵須
杯

12.4 白色砂粒多く合む 良好 淡青灰色 天丼部ヘラ切り後ナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りA

第31図 6 器
身

恵須
杯

1～ 2 mnの砂粒合
む

良好 灰 色 底部ヘラ切り後ナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りA

第31図 7 器
杯

恵須
高

2 mm以下の砂粒含
む

良好 淡青灰色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りA

第31図 8 器
杯

恵須
高

2 ma以上の砂粒多
く含む

良好 褐灰色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器潤りA

第31図 9 器
杯

恵須
高

緻密
む

砂粒少量合 良好 暗青灰色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りA

第31図10 須恵器
壷

普通 3 nI以下の
白色砂粒合む

良好 青灰色 外面ヘラケズリ回転ナデ
内面回転ナデ

土器溜 りA

第31図 11 須恵器
壷

密 白色砂粒合む 良好 灰 色 外面ヘラケズリ回転ナデ
内面回転ナデ

土器溜りA

第31図 12 器
瓶

恵須
平

l mm以下の砂粒含
む

良好 青灰色 外面ヘラケズリ回転ナデ
カキメ 内面回転ナデ

上器溜りA

第31図 13 土師器
観

26.9 248 石英、長石粒含む 良好 淡黄褐色 外面ヨコナデハケメ

内面ヨコナデヘラケズリ
土器溜りA

第32図 1 製
脚

土
支

粗 砂粒多く合む 良好 黄橙色 土器溜りA 黒斑あり
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挿図番号 器 種
法 量

胎 土 焼 成 色 調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備 考
口径 底径 器 高

第32図 2 製
脚

土
支

粗
含む

白色砂粒多く 良好 淡黄色 土器潤りA

第32図 3 製
脚

土
支

粗 白色砂粒多く
合む

良好 黄褐色 ヘラケズリ後部分的にナデ 土器溜りA

Яg32優コ4 土師器
霊

石英、長石粒、笹
色粘土を合む

良好 黄橙色 外面ヨコナデハケメ
内面ヨコナデヘラケズリ

土器溜りA 外面にスス付着

第32図 5 器
杯

師上
高

22 2 普通 5 nm以上の
白色砂粒含む

良好 明橙色 外面ヨヨナデハケメ

内面ヨコナデハケメ
土器溜りA

第33図 1 製
脚

上
支

砂粒多く合む 良好 黄褐色 土器潤りA

第33図 2 製
脚

土
支

粗 砂粒多く合む 良好 桂 色 ナデ仕上げ 土器溜りA 黒斑あり

第34図 1 器
蓋

恵須
杯

140 白色砂粒合む 不 良 黄褐色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りB

第34図 2 器
蓋

忘須
杯

12.9 1～ 2 mIIの 白tTD
粒合む

良好 灰 色 天丼ヘラ切り後ナデ
内外面回転ナデ

土器lBり B

第34図 3 須恵器
杯 蓋

普通 3m以下の
白色砂粒含む

良好 淡青灰色 天丼ヘラ切り後ナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りB ヘラ記号

第34図 4 器
身

恵須
杯

白色砂粒含む 良好 灰 色 内外面回転ナデ 土器溜りB

第34図 5 須恵器 白色砂粒合む 良好 青灰色 内外面回転ナデ 土器溜りB

第34図 6 器
杯

恵須
高

普通
む

白色砂粒含 良好 青灰色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りB

第34図 7 須恵器
甕

白色砂粒合む 良好 白灰色 内外面タタキ 土器溜りB

第34図 8 須恵器
甕

密 白色砂粒合む 良好 灰 色 内外面タタキ 土器溜りB

第34図 9 須恵器
甕

密 砂粒含む 良好 灰 色 内外面タタキ 土器溜りB

第34図 10 須恵器
甕

密 白色砂粒含む 良好 灰 色 内外面タタキ 土器溜りB

第34図■ 須恵器
甕

密 白色砂粒含む 良好 灰 色 内外面タタキ 上器溜りB

第34図 12 土師器
甕

30.0 粗 大粒の砂粒多
く合む

良好 淡黄褐色 外面ヨコナデ
内面ヨヨナデケズリ

土器沼りB

第34図 13 製
脚

土
支

粗 砂粒多く合む 良好 橙 色 土器溜りB

第34図14 製
脚

土
支

石英、長石粒など
含む

良好 淡黄褐色 土器溜りB

第35図 1 須恵器
杯 蓋

普通 石英、長石
粒多く合む

やや不良 淡灰色 天丼回転ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りC

舅露35優珂2 須恵器
杯 蓋

12.9 白色砂粒合む 良好 淡青灰色 天丼回転ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りC

第35図 3 須意器
杯 蓋

白色砂粒合む 良好 暗青灰色 天丼回転ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りC

身営35優雪4 器
身

恵須
杯

1～ 2 mm以内の砂
粒合む

良好 白灰色 底部回転ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

土器溜りC

第35図 5 土師器
甑

20,8 24.6 石英など砂粒多く
合む

良好 明橙色 外面ヨコナデハケメ
内面ヨコナデケズリ

上器溜りC

第35図 6 土師器
観

27 0 石英など砂粒多く
合む

良好 淡黄褐色 外面ヨコナデハケメ
内面ヨヨナデケズリ

土器溜りC

第36図 土師器
かまど

第37図 1 土師器
雲

15,9 l mI大 の砂粒多く
合む

良好 淡黄茶色 外面ヨコナデハケメ
内面ヨコナデケズリ

土器溜りC

傷営37優ζ2 上師器
堕

2～ 4 mn程度の砂
粒多く合む

やや不良 茶褐色 外面ヨコナデハケメ
内面ヨコナデケズリ

土器溜りC
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挿図番号 器 種
法

胎 土 焼 成 色 調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備 考
白径 底径 器高

身g37屁で3 土師器
雲

20.8 l nJl弱の砂粒多く
合む

良好 橙茶 色 外面ヨコナデハケメ

内面ヨコナデケズリ
土器溜りC

身富37じで4 器
杯

師上
高

10.0 石英など白、黒色
砂粒を含む

良好 黄褐色 外面ヨコナデ
内面ヨコナデハケメ

土器溜りC

第38図 1 器
蓋

恵須
杯

14.6 2 mn以下の白色砂
粒含む

良好 白灰色 天丼回転ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

その他の包含層

第38図 2 器
蓋

恵須
不

11.6 緻密 砂粒含む 良好 暗青灰色 天丼回転ヘラケズ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

その他の包合層

第38図 3 器
蓋

恵須
杯

13 2 緻密 良好 淡灰色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

その他の包含層 ヘラ記号

第38図 4 器
身

恵須
不

11.6 2 mII以下の白色砂
粒含む

良好 暗灰色 天丼回転ヘラケズ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

その他の包含層

第38図 5 須恵器
杯 身

106 3.45 普通 白色砂粒合
む

良好 青灰色 底部ヘラ切り後ナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

その他の包含層

第38図 6 須恵器
杯 身

114 白色砂粒を多く合
む

良好 白灰色 底部ヘラ切り後ナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

その他の包合層

第38図 7 須恵器
杯 身

148 密 白色砂粒を多
く合む

良好 灰 色 天丼回転ヘラケズ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

その他の包合層

第38図 8 須恵器
壺

通
む

普
合

白色砂粒を 良好 青灰色 底部静止ガ 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

その他の包合層

第39図 1 器
蓋

恵須
杯

13.2 白色砂粒含む 良好 暗灰色 天丼回転ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

その他の包含層

身露39屁42 器
身

恵須
杯

120 3 85 白、黒色砂粒を多
く合む

良好 青灰色 天丼回転ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

その他の包合層

第39図 3 器
杯

恵須
高

12.5 密 白色砂粒合む 良好 青灰色 天丼回転ヘラケズリナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

その他の包合層

第39図 4 器
杯

恵須
高

15 1 11.1 白色砂粒合む 良好 青灰色 天丼回転ヘラケズリ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

その他の包含層

第39図 5 須恵器
杯 身

13.6 緻密 砂粒を極少
量含む

良好 青灰色 天丼回転糸切り
内外面回転ナデ

その他の包合層

第39図 6 器
瓶

恵須
提

白色砂粒合む 良好 淡灰色 外面タタキ後ヨヨナデ
内面タタキ後ナデ消し

その他の包合層

第39図 7 上師器
霊

Ю 2 白色砂粒含む 良好 明橙 色 外面ヨヨナデハケメ

内面ヨコナデケズリ
その他の包含層

第39図 8 土 師器

箪

やや密 白色砂粒
含む

良好 黄褐色 外面ヨコナデハケメ
内面ヨコナデ

その他の包合層 外面黒斑

身宙39優コ9 土師器
霊

53 普通 石英粒など
砂粒合む

良好 明橙色 ( 外面ヨコナデナデ指頭圧痕
内面ヨコナデ指頭圧痕

その他の包合層

第39図 10 器
杯

師上
高

22 0 やや密 砂粒含む 良好 明黄褐色 外面ヨコナデ後ヘラミガキ
内面ヨコナデヘラミガキ

その他の包合層

第39図 ■ 器
杯

師土
高

やや粗 白色粒多
く含む

良好 橙 色 内外面 ヨ コナ デ ? その他の包合層 内外面すす付着

身営39優電12 器
杯

師上
高

普通 砂粒、茶褐
色粘上多く含む

良好 橙色 外面ハケメ後ヨコナデハケ
メ
内面ヨコナデ

その他の包合層

身営39優雪13 土師器
高 杯

12,7 3 mmの 白色砂粒茶
褐色粘土合む

良好 明橙色 外面ヨヨナデ
内面ヨコナデハケメ

その他の包合層

第39図 14 上師器
笠

194 29 1 5 1nn以上の石英長
石稀に合む

良好 明獲色 外面ヨコナデハケメ

内面ヨコナデケズリ
その他の包合層

第40図 1 土師器
壷

12.2 普通 白、黒、半
透明の砂粒合む

良好 外明黄笹
色
内黄種色

外面ヨコナデハケメ
内面ヨコナデケズリ

その他の包合層 外面にすす付着

第40図 2 土師器
重

13.7 やや粗 3 mn以下
の砂粒含む

良好 黄種色 外面ヨヨナデハケメ
内面ヨコナデケズリ

その他の包合層 外面にすす付着
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第 4章 林 廻 り 遺 跡

第 1節 調査 の経 過 と概 要

林廻り遺跡は,島根県八束郡東出雲町揖屋字林廻りに所在する。

遺跡は,現在の中海岸から約 l km南へ入った低丘陵の斜面に位置する。槻ノ屋川の流れる谷の本筋

から離れ,小さく入り込んだ谷に面しており,眼前には,小さな谷水田を隔ててすぐ丘陵が迫ってい

る。発掘調査によって遺構が確認されたのは南向きのやや急な斜面で,水田部との比高差が約 5mと ,

水田に近い場所である。調査前の表面観察では,不自然な窪みが数個所認められたため,立地からも

横穴墓が存在 している可能性が考えられたが,調査の結果,こ の窪みは奈良時代末から平安時代の建

物跡の痕跡であったことが明らかになった。

現地調査は,平成 4年度に実施 した試掘調査の結果を受けて,平成 5年 7月 10日 から開始 し,10月

9日 まで実施 した。この間,現地説明会を開催 し,広 く一般の見学者に公開する機会を持った。

調査では,奈良時代末から平安時代の掘立柱建物跡 3棟と,性格不明の濤状遺構 3条および土坑 3

を検出した。

第42図 林廻り遺跡調査区位置図 (1/2000)
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第44図 林廻り遺飾調査区全体図 (1/200)
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第 2節 遺 構 につ いて

調査地は,南向きの丘陵斜面で,丘陵に囲まれているため眺望はあまり良くない。ここでは斜面を

掘り込んで作った平坦面に掘立柱建物跡 (SB01～04)が検出された。これらの平坦面はそれぞれに

独立 しており, 4か所で確認できた。遺構はその他に性格不明の濤状遺構 3条 (SD01～03),土坑 3

基 (SK01～03)を検出した。以下,それぞれの遺構について詳しく述べる。

SB01(第45図,第46図)南 向きのやや急な斜面を,大きくL字状に掘り込んで作った平坦面に建

てられた掘立柱建物跡である。平坦面は,およその東西方向に細長く伸びており,本来は盛上によっ

て谷側に拡張されていたと考えられる。現状では盛土は流失 しており,本来の平坦面の規模は不明で

ある。柱穴の検出状況から,建物跡は,建て替えが行われたと見られる。遺物は, 8世紀後半から9

世紀の須恵器杯身,皿,壷,甕片や土師器甕片,電片,土製支脚などの上器 (第52～58図)と ,斧 ,

釘などの鉄器 (第60図 1,3,4～ 10)が 出上 している。遺物より,こ のころ継続的に建物が存在 して

いたと考えられる。

平坦面は,地山を大きく削り込んで造られ,等高線に沿う方向に細長く延びる。現存で長さ10,8m,

幅2.4～3.8mを測り,柱穴,濤,焼土面 1を検出している。林廻り遺跡で検出した建物跡を伴う平坦

面のうちでは,最も低い場所に位置し,平坦面での標高は約26mである。平坦面の建物跡は,直径や

深さの異なる柱穴列が (D― D′ ,E― E′ )2方向に認められることから,平坦面上には大きく分け

て,新旧二時期の建物跡が重なっていると考えられるが,層位によってこれらの新旧を確認すること

はできなかった。柱穴列D一 D′ は,ほぼ平坦面の長辺と同じ方向にあり,直径40～ 55cIIlの 柱穴が 4

個並んでいる。柱穴は何れも重複 しており,大きく柱の位置を替えること無く立替えが行われたもの

であろう。柱穴列 E― E′ は平坦面の長軸の方向とは異なる方向に直径20clllと 小さい 3個の柱穴を検

出した。これらの柱穴列は,谷側に対応するものが不明であり,建物の構造を想定することは困難で

ある。平坦面の規模から考えるとおそらくこれらが桁行に当たるものであろう。平坦面の東側には,

柱穴の掘り込まれていない空地があり,緩い傾斜を持って自然傾斜面へとつながっている。濤は,地

山に掘り込まれたものを壁際に2条検出したが,幅10～ 20clll深 さ 5～ 9 cllと 非常に浅いもである。焼

土面は,地山面より10cln上で検出した。浅い掘り込みの内側の壁が赤褐色に焼けていたもので,内部

には炭を多く合んだ軟らかい黒色上が堆積 していた。これは炉跡と思われ,出土 している移動式竃を

用いて煮炊きを行ったものと考えられる。

焼土面を検出した面 (第46図第 4層上面)では,完形品を含む須恵器の外身,皿,壺や土師器甕片

等の上器と共に鏃,斧,釘等の鉄製品が出上 した土器溜りが認められる。この上器溜りは,こ の平坦

面上での建物の廃絶と共に廃棄されたものと見られ,これらより平坦面の廃絶時期が 8世紀後半～ 9

世紀初頭と考えられる。地山直上で,土器溜り以下の層位からも土器は出上 したが,小片が多く, こ

の年代を大きく遡るものは認められない。

平坦面西南の掘り込みの外側では,地山からやや浮いた位置の黒色土層中 (第46図第 1層 )よ り,

黄色がかっためのう製勾玉の完形品 (第60図■)んミ1点出土 した。埋土中よりめのうの剖片が 1点出

土 したが,人為による剖片かどうかは不明であり,その他に玉作関係の遺物は出土していない。
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■玉●

土層観察
第 1層  やや黄濁した茶褐色土,上器,小片含む。堅 く

締まっておりlcm以 内の小礫含む。
第 2層  1よ りやや くすんだ黄濁茶褐色上,堅 く締まっ

ている。稀に炭小片含む。土器小片あり。
第 3層  黒褐色上,やや軟質。炭片を含む上器あり。
第4層  やや黄濁した茶褐色上。 2と 似ているがやや軟

質。上器混り。
黒褐色,92年度の第 2ト レンテ埋めもどし上。
黒色土,粘質強い。
くすんだ黄褐色上。
明るい責土色土,炭なし,土器なし。
黒掲色土。
黒褐色上,混炭土層,炭 を多量に含む。下層に
は拳大の焼石あり。上器あり,壁体は赤 く焼け
ている。 (焼土面)

第11層 黄褐色,堅 くよく締まっている。径 2cm以内の
礫含む。遺物なし。

第12層 淡褐色上,締まりなく,軟質,上器含まず,挙
大までの地山礫含む。

第13層  くすんだ黄橙色土,粘質あり,地山礫含む。
(=盛土層 ?)

第 5層
第 6層
第7層
第8層
第 9層
第10層

A220m

第46図 林廻り遺跡SB01実測図 (1/60)
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0                2m

第47図 林辺り遺跡SB02実測図 (1/60)

S802(第 47図)SB01よ り約 5m上位の,標高約30。 5mの位置で検出した。遺存状況は悪く,わ

ずかに平坦面の一部と,壁際に並んだ柱穴を検出した。平坦面は現状では水平な面はほとんど遺存し

ておらず,本来こうした緩く傾斜する面の上に盛土され平坦面が作られていたのか,SB01と 同様に

地山を水平に削り出していたが後世流失したものかは土層観察では確認できなかった。柱穴と見られ

るピットは壁際から離れた位置で直径20cm深さ10calの ものがあり,少なくともこの位置までは平坦面

が形成されていたものと見られる。柱穴には直径30cmを越える比較的大きいものと,直径20clll以下の

比較的小さいものとがあり,重なりあっていることより何度か立替えが行われたものと思われる。柱

穴は,複雑に重なり合い,不規則な間隔で検出されているため,建物跡の構造を想定することは難し

い。ここでは焼土面は検出していない。遺物は,地山面から15cm上で,遺構を覆う炭小片を合む暗黄

褐色土層中より須恵器・土師器の小片が出土 (第59図)しており,こ れらの時期は,SB01と ほぼ同

時期の奈良時代後半～平安時代のものである。ここからは土器以外の遺物は出土していない。

SB03(第48図)調査区の北端,標高32～33mに位置する。検出した掘立柱建物跡の中では最も高

い位置にある。SB01と 同様に,等高線に沿う方向に細長く平坦面が確認された。濤状遺構SD01に よ

り平坦面の中央付近で三分されているが,SD01は この平坦面に関連するものではなく後世のもので

あり,本来は同一の平坦面であったと思われる。平坦面の北側は,調査区外へさらに続いているもの

と見られ,これをあわせると,SB01の平坦面とほぼ同じぐらいの規模を有するものと思われる。

平坦面上では,大小16個の柱穴を確認したが,焼土面は確認していない。遺物は,SЮlと は対照的
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第48図 林廻り遺跡SB03実測図 (1/60)
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に,埋土中を合めほとんど出土せず,わずかに土師器・須恵器の小片が柱穴埋土中認められたのみで

あった。遺構や遺物から他の掘柱建物跡と同じ時期のものと考えられる。

SB04(第44図)調査区北壁において柱穴の断面と焼土面を検出した。柱穴には形態の違う2種類

が見られる。明瞭な平坦面は検出していないが,水平の堆積が見られ,地山以上に盛土を行い床面が

形成されていたと考えられる。地山面に焼土面があり床面として地山直上から須恵器,土師器が出土

している。これらにも高合の付く須恵器杯や,底部糸切り底の須恵器杯などを含んでおり,他の建物

跡とほぼ同じ時期のものと思われる。

SD01(第 51図)調査区の中央に等高線に直行する方向に大きく深く地山が裂けたような痕跡が認

められる。遺構名を付けたが,人為的な掘り込みであるか,地震や地すべりといった自然現象による

ものかは判断し得なかった。調査前より,橙色の地山が露出しており,調査区外に続いている。

SD02(第 49図)等高線に直行する方向に検出した濤状遺構。遺構内に堆積していた黄褐色土中か

らは炭化物の小片が混入し,遺物は出土していない。人為的に掘り込まれたものか自然現象によるも

のかは不明である。地山面から深さ0.5～1,Omの V字状を呈しているが,不整形に段を成す部分があ

る。

SD03(第 50図)調査区の東端にあり,一部が トレンチによって切られている。幅0.5m深さ0。 2m

の小さい濤で,内部には,軟質の暗褐色土が堆積し,磨滅の著しい土師器の細片が数点出上していが ,

時期や性格は不明である。

SK01(第 50図)地山面に掘り込まれた直径1.lm深さ0。 lcllの 精円形の浅い上高である。底は地山

の傾斜と同じく,区内部には締まりのない黄褐色が堆積していた。遺物は出土しておらず時期 。性格

は不明である。

SK02(第 50図)SK01の西側にある地山を掘り込んだ上高である。規模は直径1.5m深さ1.5mで ,

底はほぼ水平な不正円形である。谷側は流失しており不明である。内部には黄褐色土が堆積していた

が,遺物は出土しておらず,性格は不明である。

SK03(第50図)SD02と 並んで検出した上高で,不正形である。底は比較的整い平坦である。内

部に堆積したとは暗褐色土で,SD02と は異なる。遺物は認められず,性格 。時期ともに不明である。
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第 3節 遺 物 につ いて

本遺跡では,土器,鉄製品,めのう製勾玉が出上 している。多くは掘立柱建物跡に伴うもので,特

にSB01か らは須恵器杯身,皿,壷を中心とする土器がまとまって出上 している。SB03・ 04ではほと

んど遺物が出上 しておらず,図化不可能であったが,遺構の状況などから考えるとSB01と 同時期の

ものと考えられる。遺構ごとに遺物の特徴を述べる。

SB01出 土遺物 (第52～58図 )

地山面より約10～ 20cm上の黒色土層中で,ま とまって出土 している。特に須恵器は完形品を含むも

のも多数含んでいる。杯・皿は出土量も多く,形態の異なるものが出上 している。また土器ほ他に斧 ,

釘,鏃,小刀等の鉄製品や,勾玉 1点が出土 している。以下それぞれに述べる。

須  恵  器 (第52～57図 )

杯形,皿形,壷形といった供膳具が多く,少量の甕形土器片が出上 している。まとまった出土量の

ある杯は,高台の有無や大きさから大きくA・ BoCの 三類に,皿は高台の有無でA・ Bの二類に分

類 した。これらに類似する須恵器の他の遺跡での出土例は多く見られ,編年研究も試みられている。

出雲地方では松江市大草町出雲国庁跡出土土器による出雲国庁編年や,柳浦氏による編年試案が提示

されている。これらによると,前者では国庁編年では4～ 5型式,柳浦編年案では第 3～ 4式に属 し,

概ね 8世紀後半から9世紀前半の実年代観が与えられている。

以下分類ごとに特徴を述べる。

杯 形 土 器 (第52図～第54図 9)

高合の有無や,形態の特徴から大きくA・ Becの 三類に大別できる。

A 類 (第52図 1～10)底部に高合の付 くもので,法量により小 。中・ 大の差がある。高台の付

く位置も,底部の外側によったものとやや内側に付くものの差が認められる。小型品 (第52図 1～ 7)

は, 日径■ .9～ 13.6cal器高4.8cm以下で,形態的には杯部の浅いもの (1～ 3),やや深いもの (4～

7)がある。高台の付く位置は, 3が 内側に寄っているのを除き,底部の端に寄る傾向にある。底部

は回転糸切り後未調整で高台が付いているものと,糸切り痕がナデ消されているものの両者が見られ

る。中型品 (第52図 8)は 日径14cm器高6,Ocmで ,底部回転糸切 り後未調整である。大型品 (第52図

9～10)は 日径17cm以上器高8,Ocal以上で,底部には糸切り痕が残る。色調や胎土は大きく逸脱する

ものは無く,概ね灰色からやや黒みの強い青灰色である。

B 類 (第52図■～15,第53図,第54図 1～ 2)底 部に高合が付かず,杯部の立上りが内湾 して

立上るものである。底部は,回転糸切 り後未調整のものが大半を占めるが,静止糸切 りのもの 1点

(第52図 2),切離 し後ナデ調整を施 しているもの 1点 (第52図 2)も 認められる。形態は,器高が

2.6cmと 低く皿状のもの (第52図■)を除き,器高3.5cm以上である。杯部の内湾には,大きく湾曲し

ているものと,内湾が緩く立ち上がるものの差が認められ, 日縁端部が小さく外側に飛び出す強いア

クセントを持つものと, 自然に内傾 しているものの両者が見られる。焼成や色調は,A類に比べてや



や焼きの甘い淡灰色や黄褐色のものが多く含まれている。また,部分的に色調が橙色や褐色と大きく

異なるものが見られ,焼成時の重ね方によるものと思われる。

C 類 (第54図 3～ 8)底 部に高台が付かず,杯部が外傾 し直線的に立ち上がるものである。小

型のものと中型のものとがあるが,形態は単純で個体差は少ない。器厚はやや厚めのもの (第54図 5,

8)と 非常に薄く整っているもの (第54図 3,4,6,7)カミぁり,前者は暗青灰色,後者は色調が橙

色～褐色のものが目立ち,両者には焼成に差があるものと思われる。底部はヘラ切り離 しの後ナデ調

整のものが 1点 (第54図 8)あ るが,他はすべて回転糸切り後未調整である。

D 類 (第56図 5)完 形品であり,こ の形態のものでは 1個体のみ出上 した。日縁部が特徴的で ,

杯の立上りに対 し,ほぼ水平に折り曲げられ面を作っている。器厚は厚い。底部は静止糸切り痕を明

瞭に残 している。色調は青灰色で焼成も良好である。

E 類 (第56図 6)日 縁部が大きく外傾する形態で, 日唇部が玉状に膨 らんでいる。器壁はむ ら

無く薄く整えられ,底部は回転糸切り後未調整である。色調は青灰色で,現存部のみではむら無く良

好な焼成である。

F 類 (第56図 7)法 量はE類と近似 しているが,日縁端部にはアクセン トが無い。やや外反気

味に立上り,器壁はやや厚い。底部は回転糸切りである。

皿 形 土 器 (第54図 9～15,第55図 1,2,10～13,第 56図 1～ 4)

底部高合の有無によってA・ B二類に大別 した。

A 類 (第55図10～ 13,第56図 1～ 4)底 部に高合の付 くものである。高合が底部の外側に寄っ

たものと,やや内側によったものがあるが,いずれも底部回転糸切りの後に高台が貼り付けられてい

る。杯部の立上りは,外傾 し外反気味に立ち上がるものと,内湾気味に立ち上がるものの両者が認め

られる。焼成には,個体差があるが, どの個体も底部内外面と杯部内外面で色調が異なり,焼成時の

重ね方によって還元状況の差が認められる。第55図12には糸切り後の故意に付けられたヘラ記号が見

らヤ化る。

B 類 (第54図 9～15,第55図 1,2)底 部に高合が付かないもので,杯部は直線的にまたは外反

して立ち上がる。底部はいずれも回転糸切り後未調整である。色調は青灰色のものと,A類に似て部

分的に色調が異なるものが見られる。

蓋 形 土 器 (第55図 3～ 9)雰 ・皿 に比べて少ないなが ら出上 している。つまみは,図

示した宝 じゅ状のもの (第55図 3,6)と ,中央が小さく凹むボタン状のもの (第55図 9)の二形態

が出土 している。日縁端部は小さく返りの付 くもの (同 図3,5,8)と ,付かないもの (4,7)の

2形態がある。焼成や色調には個体差が大きく,灰色や褐色,橙色のものがある。

壷 形 土 器 (第56図 8～ 14)

完形のものは見られないが,長頸壷の頚部以上,胴部以下,短径壷などが出土 しており,小片なが

ら形態の異なる日縁部端部が出上 している。第56図 8は図示部のみの出土で,長頸壷の頚部以上であ

る。胎土はやや白っぽく,焼成は良好である。日縁端は小さく段をもっている。12は,肩の大きく貼っ
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第52図 林廻り遺跡SB01出土遣物実測図(1)(1/3)
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第55図 林廻 り遺跡 SB01出土遺物実測図(4)
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第56図 林廻り遺跡 SB01出土遺物実測図(3)
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た壷で,底部は回転糸切り後ナデを施したのち,高台を貼付たようだが象J落 しており,痕跡のみ見ら

れる。13は短頸壷で,やや外傾する日縁立上りである。底部には明瞭な回転糸切り痕が残る。 9,

10,■ ,14は壷や瓶の日縁部端と思われる。 9,14は端部が小さく立上り,段を有するものである。

10,■は無段の単純な日縁端部である。

甕 形 土 器 (第57図 1～ 4)

大甕の日縁部と胴部小片のみが出上している。 1は 日縁部で,外面に3条の沈線が見られる。一部

タタキ痕が認められる。2,3,4は胴部片で内外面ともタタキ痕が残り, 4の内面は一部タタキ痕が

ナデ消されている。

土  師  器 (第57～58図 )

須恵器に比べ出土量が少なく,遺存状況も非常に悪い。甕,壷の日縁部,上製支脚,移動式竃片,

甑片などが出土し,完形に復元できるものは無かったものの,不完全ながら煮炊き具としてのセット

を揃えている。

甕 形 土 器 (第57図 7～ 9)

日縁部のみ小片で出土している。復元口径は27～29cHlで ,淡黄褐色を呈し,外面はハケメ, ヨコナ

デによる調成である。内面は頚部以下ケズリで, 日縁部には外面同様ハケメ調整を施すものも見られ

る。図化はできなかったが体部小片も若千出上している。

壷 形 土 器 (第57図 10)

甕同様小片のみの出上であり,全体が復元できるものは無い。 9は復元日径19cHlで,形態・調整は

甕形に似ている。10はやや小型である。

移 動 式 竃 (第57図 5～ 6,第58図 3,6)

完形に復元することはできないが炊日部と口縁部が小片で出土している。復元日径は30～ 33cIIlであ

る。

上 製 支 脚 (第58図 1,2)

別個体で 2点出上している。とは下半を欠く支持部のみで, 2は支持部を欠いている。

甑 形 土 器 (第58図 5)

小片ながら出土している。第58図 5は把手部である。図示は不可能であったものの他にこの小片が

出土している。

そ  の  他 (第58図 4)

第58図 4は高杯の脚部状を呈するものであるが,器形の全体は不明。脚部と思われる内面は,雑な
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第58図 林廻り遺跡SB01出土遣物実測図(7)(1/3)

ナデ仕上げでしばり目状の縦方向の筋が観察できる。外面ヨコナデ調整である。器壁が厚く,雑な印

象を受ける。胎土・焼成は他の上師器と同様である。

鉄  製  品 (第60図 1,3～ 10)

土器に混じって鉄製品が出上している。 1は,袋状の斧で,長さ 8 cIIl刀幅 4 clnを測る。 3は不明鉄

製品で,断面は方形の棒状を呈する。両端が破損しており全体は不明である。 4,5は,鉄釘で, 4

は頭部に膨らみを持ち,断面は方形である。ほぼ完形で長さは 5 cmで ある。 5は上下を欠いているが

断面が方形である。 6は方頭式の鏃で頸部は短顎である。鏃身長4.9cln,厚 さ0,8cmを測る。 7は鏃茎
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第59図 林廻り遺跡SB02出土遺物実測図
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(1/3)

部のみである。 8,9は ,片側に刃部があり,刀子か片刃鏃の一部と思われる。10は不明鉄製品の一

部で,断面が扁平である。

勾    玉 (第60図■)

勾玉は土器や鉄製品とは出土位置が異なり,SB01の 西側で出上したものである。黄色がかった半

透明のめのう製で,完形品である。断面はやや扁平な円形である。身長は3 cm,太 さ l clnで,穿たれ

た穴の断面は円錐状を呈する。

SB02出土遺物 (第59図 )

遺構の遺存状況が悪かったため,遺物も余り出土していない。 1は 日径28clllで,甕か移動式竃の日

縁部であろう。 2は下半を欠くが,甕の日縁部から胴部である。 3は小形甕で,器壁が l clll以 上と厚

い。外面は荒いハケメ調整で,内面は横方向のケズリの後荒いナデが施されている。おおよそSB01

と同時期であると思われる。

SB04出 土遺物 (第60図 2)

この遺構は,中心が調査区外にあると見られ,ほ とんど遺物は出土していない。上師器や須恵器の
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小片では,SB01と ほぼ同様な形態であり,時期的にもほぼ同時期であると考えられる。

第60図 2は調査区境界より出上した鉄製の斧で,長さ9 cmを 測る。刃の先端部は破損していて,

明瞭である。ソケット部は察状である。
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第60図 林廻り遺跡出土鉄製品・勾玉実測図 (1/2)
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第 4節 小    結

林廻り遺跡では,丘陵斜面において, 8世紀末～ 9世紀の掘建柱建物跡が検出された。調査地が丘

陵裾部の狭い範囲であったため,検出した建物跡の数は少なかったが,調査区外の同一斜面には地表

観察からも不自然な2～ 3m規模の窪地が数か所で見られ,遺跡はより広い範囲に広がり,小規模な

がら集落跡を形成 していたものと考えられる。建物跡は,建物ごとに斜面を削り出して造った平坦面

に建っており,それぞれの建物跡をつなぐ加工段や平坦面は検出されなかった。いずれも少なくとも

1度以上の建て替えが行われており,建て替えに伴って平坦面を拡張 したようである。これらの建物

跡からは,須恵器とともに日常生活で使用する煮沸具や竃,上製支脚が出上 し,ま た炉跡と考えられ

る焼土面があることから建物は住居跡であると思われる。炉跡は建物の端にあり,土製の移動式竃を

用いていたことが分かる。

島根県内における8～ 9世紀ごろの掘建柱建物跡は,林廻り遺跡と同様に水田部と近接する丘陵地

に確認されることが多い。例えば,安来市高広遺跡,同島田南遺跡,同岩屋口遺跡,松江市中竹矢遺

跡,)松江市薦沢A遺跡!イ ガラビ遺跡!才ノ峠遺跡!益田市大澄遺跡|1同大峠遺跡などが知られてい

る。 しかし,これらには林廻り遺跡のように,小規模な加工段に単独で建物が存在するものと,斜面

に平行する方向に細長い加工段を造り,規則的に建物を配置した大規模なものとがある。これは単に

集落の大小を示 しているものではなくその集落の公的な役割や性格とも深く関連がある可能性が指摘

されている。こうしたことからも林廻り遺跡は一般的な農山村の小集落の様子を表 しているものと想

定できる。

出土遺物では,遺存状態の良かったSB01か ら,須恵器・土師器に混 じって鉄器が出上 している。

この時期の集落跡からは,才ノ峠遺跡などで刀子や鉄釘の出上が知られており,鉄器の使用が普及 し

ていたことが分かる。今回出上した鉄器は,土器と同様な出土状態であり, 日常的に使用・保有され

ていたものと考えられ,一般的な庶民の集落における当時の鉄器の普及を考える上で良好な資料であ

るといえよう。

また,SB01か らは,完形の勾玉が出土 している。これは,土坑などに埋納されたものではなく勾

玉のための遺構は検出されなか ったため, どのような意味をもっているか不明である。あるいは

SB01が祭祀に関わる建物であった可能性もあるが,建物の構造や規模,その他の遺物で他に差果は

無く,想像の域をでない。

出土した土器については,SB01で須恵器がまとまって出上しており,良好な資料であるといえる。

8～ 9世紀前半の須恵器は,古 くは松江市出雲国庁跡出土須恵器の編年や,その後柳浦氏による編年

研究がなされている。柳浦氏の編年案によると林廻り遺跡SB01の須恵器は第 3～ 4期に渡る。国庁

編年においては,林廻り遺跡で杯 Bと した無高合で杯部が内傾するものと,杯 Aと した高台を有 し直

線的に立ち上がる杯部のものとは,無高台から高台を有するものへ変化する時期差として考えられて

いる。しかし,遺跡からの出土では,松江市黒田畦遺跡のように共伴する例も報告されており,今後

再考する余地があると思われる。また今回の調査では,皿についても無高台のものと高合を有するも

のとが出上 しており,同様のことが言えよう。

以上のように検出した遺構・ 遺物は多くはないが,こ の時期の一般的な集落の様相の一端を明らか
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にする良好な資料であると言えよう。
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挿図番号 器 種
法

胎 土 焼 成 色 調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備 考
日径 底径 器 高

第52図 1 須恵器
ネ 身 む

密
含

や
に

や
れ

白色粒ま 良好 白灰色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第52図 2 器
身

恵須
杯

密 3 mn以下の砂
粒含む

良好 灰 色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第52図 3 器
身

恵須
杯

普通 白色粒まれ
に合む

良好 青灰色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第52図 4 器
身

恵須
杯 む

通
合

普
に

白色粒まれ 良好 青灰色 底部回転糸切 外面回講 ヂ
内面回転ナデナデ

SB01

身留52優雪5 須恵器
杯 身

石英、白色砂粒含
む

良好 青灰色 底部静止糸切 外面回翡
内面回転ナデナデ

SB01

第52図 6 器
身

恵須
杯

普通 白色、黒色
砂粒合む

良好 青灰色 底部静止糸切 外面回翡
内面回転ナデナデ

SB01

第52図 7 器
身

恵須
杯

密 3m以 下の砂
粒合む

良好 青灰色 底部回転糸切 タト面回翡
内面回転ナデナデ

SB01

第52図 8 器
身

恵須
杯

普通 白色、黒色
砂粒合む

良好 青灰色 底部静止糸切 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第52図 9 須恵器
杯 身

普通 白色、黒色
砂粒含む

良好 青灰色 底部静止糸切 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第52図10 器
身

恵須
杯

普通 白色砂粒含
む

良好 青灰色 底部糸切り
内外面回転ナデ

SB01

第52図■ 器
身

恵須
杯

12.7 普通 白色砂粒合
む

良好 暗灰色
灰色

底部回転糸切リヨコナデ
内外面回転ナデ

SB01

第52図 12 器
身

恵須
杯

10.6 やや密 白色砂粒
合む

良好 色灰
色

暗
褐

底部回転糸切り
内外面回転ナデ

SB01

身g52屁ζ13 器
身

恵須
杯

普通 砂粒合む 良好 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

SB01

第52図 14 須恵器
杯 身

3 ma以下の砂粒合
む

良好 青灰色 底部静止糸切 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第52図 15 器
身

恵須
不

106 3 mm以下の白色砂
粒合む

良好 黒灰色
淡灰色

底部静止糸切 外面回翡
内面回転ナデナデ

SB01

第53図 1 器
身

恵須
杯

底部ナデ仕上 外面回勝
内面回転ナデナデ

SB01

第53図 2 器
身

恵須
杯

普通 砂粒含む 良好 青灰色 底部回転糸切 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

Iv53優頸3 須恵器
杯 身

3.75 底部回転糸切 外面回幕ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第53図 4 器
身

恵須
杯

白色砂粒含む 良好 紫灰色 底部静止糸切 外面回翡
内面回転ナデナデ

SB01

第53図 5 器
身

恵須
杯

108 l mn以下の白色黒
色砂粒合む

良好 青灰色 底部回転糸切 タト面回

"内面回転ナデナデ
SB01

夕営53優雪6 器
身

恵須
杯

普通 l ml以下の
白色砂粒合む

良好 青灰色 底部回転糸切 外面回幹 テ
内面回転ナデナデ

SB01

第53図 7 器
身

恵須
杯

白色、黒色砂粒合
む

不 良 外黄灰色
内灰色

底部回転糸切 外面回翡
内面回転ナデナデ

SB01

第53図 8 器
身

恵須
雰

普通 砂粒合む 良好 青灰色 底部回転糸切 タト面回群 デ
内面回転ナデナデ

SB01

第53図 9 器
身

恵須
不

普通 白、黒色砂
粒合む

良好 青灰色 底部回転糸切 外面回爾
内面回転ナデナデ

SB01

身雷53優410 器
身

恵須
杯

128 l ml以 下の黒色砂
粒含む

良好 青灰色 底部回転糸切 外面回翡
内面回転ナデナデ

SB01

第53図 ■ 器
身

恵須
杯

12.2 密 良好 灰 色 底部回転糸切 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第53図 12 器
身

恵須
杯

13,0 l mm以 下の白、黒
色砂粒合む

良好 青灰色 底部回転糸切 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第53図 13 器
身

恵須
杯

13.9 白色砂粒合む 良好 淡灰色 底部回転糸切 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

夕営53屁414 器
身

恵須
杯

13.6 3剛以下の砂粒含
む

やや不 良 外黄褐色
内青灰色

底部回転糸切 外面回幕ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

林 廻 り 遺 跡 遺 物 観 察 表
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挿図番号 器 種
法

胎 土 焼 成 色 調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備 考
日径 底径 器高

第54図 1 器
身

恵須
杯

175 密
含む

小砂粒を少量 良好 淡灰色
淡青灰色

底部ヘラ切 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第54図 2 須恵器
杯 身

117 通
む

普
合

白色砂粒を 良好 青灰色
暗青灰色

底部静止糸切 外面回翡
内面回転ナデナデ

饂 01

454図 3 器
身

恵須
杯

緻密 砂粒含む 良好 橙褐色 底部回転糸切 外面回薪
内面回転ナデナデ

SB01

第54図 4 器
身

恵須
杯

3 ma以下の白、黒
色砂粒含む

良好 青灰色
暗青灰色

底部回転糸切 外面回翡
内面回転ナデナデ

SB01

第54図 5 器
身

恵須
杯

緻密
む

白色砂粒含 良好 暗灰色 底部回転糸切 外面回翡
内面回転ナデナデ

SB01

第54図 6 須恵器
杯 身

3.85 通

つ

普
立

白色砂粒目 やや不良 暗茶褐色
橙色

底部回転糸切 外面回翡
内面回転ナデナデ

SB01

第54図 7 器
身

恵須
杯

白色砂粒含む 良好 茶褐色 底部回転糸切 外面回瘍
内面回転ナデナデ

SB01

第54図 8 器
身

恵須
杯

密 3 mm以下の砂
粒多く含む

良好 色
灰

灰
青

青
淡

内
外
色

底部ヘラ切後ナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第54図 9 須恵器
皿

普通 砂粒含む 良好 外灰色
内暗灰色

底部回転糸切 外面回翡
内面回転ナデナデ

SB01

第54図 10 須恵器
皿

白、黒色砂粒合む 良好 灰 色 底部回転糸切後ナデ仕上げ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SBO&

第54図 11 須恵器
皿

1～ 2 1nmの 白色砂
粒含む

良好 紫青色 底部回転糸切 タト面回

"内面回転ナデナデ
SB01

第54図 12 須恵器
皿

密 小砂粒合む 良好 青灰色 底部回転糸切 外面回

"内面回転ナデ
SB01

第54図13 須恵器
皿

2.3 普通 砂粒合む 良好 暗青灰色 底部回転糸切 外面吟
内面回転ナデナデ

SB01

第54図 14 須恵器
皿

140 2 nln以下の白色砂
粒含む

やや不 良 暗青灰色
淡青灰色

外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第54図 15 須恵器
皿

2.25 普通 白色砂粒合
む

良好 灰 色 底部ナデ 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第55図 1 須恵器
皿

l mm以 下の白色黒
色砂粒合む

良好 青灰色 底部回転糸切 外面回拶
内面回転ナデナデ

SB01

第55図 2 須恵器
皿

2 nun以 内砂粒含む 良好 青灰色 底部回転糸切 外面回

"内面回転ナデナデ
SB01

第55図 3 器
蓋

恵須
杯

密 小砂粒含む 良好 淡灰色 天丼部ヘラケズリ後回転ナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第55図 4 基

蓋
恵須

杯
密 小砂粒合む 良好 褐色 外面回転ナデ

内面回転ナデナデ
SB01

身S55擾コ5 器
蓋

恵須
杯

20.0 密 1

合む
Dun大の砂粒 良好 灰 色 内外面回転ナデ SB01

第55図 6 器
蓋

恵須
杯

白、黒色砂粒合む 不 良 淡黄灰色 天丼部ヘラケズリ後回転ナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第55図 7 須恵器
杯 蓋

密
含む

2 mm大の砂粒 良好 色
色

灰
褐

外
内

外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第55図 8 器
蓋

恵須
杯

密 小砂粒少量合
む

良好 青灰色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第55図 9 器
蓋

恵須
杯

1～ 2 mmの砂粒含
む

良好 青灰色 外面回転ナデ
内面ナデ

SB01

第55図 10 須恵器
皿

密 白色砂粒合む 良好 種 色 底部回転糸切後ナデ仕上げ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01 高合付の皿

第55図■ 須恵器
皿

177 砂粒含む 良好 青灰色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01 高台付の皿

第55図 12 須恵器
皿

密 6 mm大 の砂粒
を少し含む

良好 橙褐色 底部回転糸切 外面回翡
内面回転ナデ

SB01 高合付の皿

第55図13 須恵器
皿

97 白色砂粒合む やや不良 外黄灰色
内暗灰褐
色

内外面回転ナデ SB01 高合付の皿
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挿図番号 器 種
法 量

胎 土 焼  成 色 調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備 考
口径 底径 器高

第56図 1 須恵器
皿

3.55 砂粒含む やや不良 橙褐色 底部回転糸切 外面回等ナデ
内面回転ナデ

SB01 高台付の皿

第56図 2 須恵器
皿

2112 170 密

む
小砂粒少量合 良好 淡灰色 底部ヘラ切り後回転ナデ

外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01 高台付の皿

第56図 3 須恵器
皿

20.2 3.55 普通
む

白色砂粒合 やや不良 外暗灰色
黄灰色

底部回転糸切 外面回転ナデ
内面回転ナデ

SB01 高台付の皿

第56図 4 須恵器
皿

21.2 154 l oun以下の白色砂
粒含む

やや不 良 色
色

橙
褐

明
茶

底部回転糸切後回転ナデ
外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01 高台付の皿

第56図 5 器
身

恵須
杯

密 良好 淡灰 色 底部静止糸切 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

SB01

第56図 6 器
身

恵須
杯

10,9 密

む
小砂粒含む合 良好 外淡黄灰

色
内青灰色

底部回転糸切
内外面回転ナデ

SB01

第56図 7 器
身

恵須
杯

2.65 白色砂粒多く合む 良好 外青灰色
内黄白灰
色

底部回転糸切
内外面回転ナデ

SB01

第56図 8 須恵器
霊

ヽ
む

白
含

黒色、金雲母 良好 白灰色 内外面回転ナデ SB01 外面に自然釉

第56図 9 須恵器
gE

普通
む

白色砂粒含 良好 青灰色 内外面回転ナデ 饂 01

第56図 10 須恵器
重

緻密 良好 黒褐色 内外面回転ナデ SB01 外面に自然釉剣
離

第56図■ 須恵器 白、黒色砂粒合む 良好 暗灰色 SB01

第56図 12 須恵器 白色砂粒合む 良好 紫青色 底部回転糸切 り
外面回転ヘラケズリ回転ナデ
内面回転ナデ静止ナデ

SB01

456図 13 須恵器
重

密 l mm程度の砂
粒を少し合む

良好 灰 色 底部回転糸切
内外面回転ナデ

SB01

第56図 14 須恵器
壼

普通 白、黒色砂
粒含む

良好 青灰色 SB01

第57図 1 須恵器
甕

37 2 白色砂粒合む 良好 暗褐色 内外面回転ナデ
タタキ

SB01

第57図 2 須恵器
甕

白色砂粒合む 良好 灰 色 タタキ SB01 外面に自釉あり

第57図 3 須恵器
甕

普通 良好 青灰色 タタキ S801

第57図 4 須恵器
甕

普通 良好 色
褐

灰
黄

青
淡

内
外
色

タタキ

身留57層45 上師器
甕

34.8 砂粒含む 良好 黄褐色 外面ヨコナデ
内面ヨコナデヘラケズリ

SB01

第57図 6 土師器
甕

31.8 砂粒合む 良好 黄褐色 外面ヨコナデタテハケ
内面ヨコナデヘラケズリ

SB01

第57図 7 土師器
奏

26 0 やや粗 白色砂粒
多く含む

良好 淡黄褐色 外面ヨコナデタテハケ
内面ヨコナデヘラケズリ

SB01

第57図 8 土師器
甕

27.1 やや粗 白色砂粒
多く含む

良好 淡黄褐色 外面ヨヨナデ
内面ヘラケズリ

SB01

身g57展雪9 土師器
甕

190 普通 白色砂粒多
く合む

良好 明橙色 外面ヨヨナデ
内面ヘラケズリヨヨナデ

SB01

第57図 10 土師器
甕

１
む合

通
粒

普
砂

Hun以 下の 良好 明桂黄色 外面ヨコナデ
内面ケズリヨヨナデ

SB01

第58図 1 製
脚

土
支

石英など砂粒多く
含む

良好 桂黄色 ユビナデ SB01

第58図 2 製
脚

土
支

やや粗 白色砂粒
多く含む

良好 桂 色 ユビナデ SB01

第58図 3 かまど やや粗 白、透明
砂粒含む

良好 黄褐色 内外面ナデ SB01

第58図 4 土師器 やや粗 白、透明
黒色砂粒合む

良好 黄橙色 外面の一部ケズリ
全体にナデ仕上げ

SB01

-86-



挿図番号 器 種
法   量

胎   土 焼 成 色 調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備   考
口径 底径 器高

258図 5 土師器
航

石英、長石など砂
粒多く合む

良好 明橙色 外面の一部ハケメ
全体にナデ仕上げ

SB01

第58図 6 かまど 白色、褐色砂粒合
む

良好 黄褐色 SB01

林 廻 り 遺 跡 鉄 製 品 観 察 表

挿 図番 号 器 種 法  量  (cHl) 出 土 遺 構

第 60図 1 鉄 斧 長さ :8

幅 :4

厚さ :0。 7

SB01

第 60図 2 鉄 斧 離
幅
隧

9

3.5

0.7

SB04

第 60図 3 器 種 不 明 厚さ0.5 SB01

第 60図 4 鉄 釘 さ

さ

長

厚
4.7

0.5

SB01

第 60図 5 鉄 釘 長さ :一

厚さ :0。 5

SB01

第 6Cl図 6 鉄 鏃 さ

さ

長

厚

4.9

0.8

SB01

第 60図 7 鉄 鏃 さ

さ

長

厚 0.5

SB01

第 60図 8 刀 子 か 厚さ :0.4 SB01

第 60図 9 刀 子  か 厚さ :0。 4 SB01

第 60図 10 明

品製
不
鉄

SB01



第 5章 受 馬

第 1節 調 査 の経 過 と概 要

受馬遺跡は,島根県八東郡東出雲町揖屋字受馬に所在する。

遺跡は,京羅木山や星上山のある山塊に源を発 し中海へと流れる槻ノ屋川の作用により形成された

南北に細長い谷の中程,河日に向かって谷幅が大きく広がる場所に位置する。調査地の標高は30～35

mであるが,現水田面と隣接する,谷に面 した低丘陵の裾部に小さく広がった西向きの緩斜面上にあ

たる。調査前の地形観察では住居跡等の遺構の存在が考えられた。

現地調査は,平成 4年度に実施 した試掘調査の結果を受けて,平成 5年10月 15日 に開始 し,■月20

日に終了した。平成 4年度の試掘調査では,遺跡の状況を把握するために表面観察から要所に トレン

チを設定 して範囲などの確認調査を行い,平成 5年度はこの結果をもとに調査区を設定 した。

調査の結果,上下 2面の時期の異なる遺構面を確認 した。表土に近い上層遺構面では調査区中央の

やや南西にあった巨木の周囲に,破砕・廃棄されたと考えられる多量の中 。近世土師器皿や古銭が出

土, ピット群・棚列等が検出された。また,地山層へ掘り込まれた下層遺構面では,古墳時代の上器

片を伴う濤状遺構を検出した。

以下,検出した遺構・ 遺物について記していきたい。

第61図 受馬遺跡調査区位置図 (1/2000)

＼
＼

徐
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第63図 受馬遣跡調査区全体図 (1/200)



第 2節 遺構 につ いて

1.土層の堆積状況について (第62図 )

受馬遺跡では,時期の異なる遺構面を2面確認した。遺構について述べる前にこれらの遺構の掘り

込まれている面と,遺構面上の推積上の状況について述べる。

調査区内に設けた土層観察用の畦のうち,遺構と関連が深いのは,A一 A′ ,B― B′ ラインである。

礫を含む橙色の地山層の上には大きく5層の堆積土層が認められる (第 2図 )。 遺構面は,地山面

(以下下層遺構面という)と ,第 4層上面 (以下上層遺構面という)である。上層遺構面の上に堆積

しているのは,第 1・ 第 2・ 第 5層で,これらからは多量の中近世遺物と数点の古墳時代以前の遺物

が出上している。上層遺構面では, ピット内覆土中,盛土状遺構 (SX03)の盛土中から中近世土師

器の小片が出上し,遺構面に接して土器群①が出土している。下層遺構面では,地山面に接して古墳

時代土師器が出上している。上 。下の遺構面を隔てる第4層では,中 。近世遺物は認められず,古墳

時代土師器片が数点出上している。

2.上層遺構面について

調査区の東南で, ピット群 (SX01),棚列 (SA01),地山礫の集積跡 (SX02)や盛土状遺構

(SX03)を確認した。これらは調査区内の巨木を取り囲むように配置されており,巨木と関連のあ

る遺構の一部であると思われる。また,調査区北では浅い焼土坑 (SK01・ 02・ 03)を検出した。

□
上層遺構面上稚稚土層

爾
SX03盛 土層

∞¨¢物
下層遺構面上稚積土

層位番号は第62図 に対応

第64図 受馬遺跡上層遺構面SX03付近土層堆積状況 (1/80)
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第65図 受馬遺跡上層遺構面実測図 (1/60)
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SK01

黄褐色土締 まりな く軟質

黒色混土炭層壁は褐色に

焼ける

SK02

黄掲色土締 まりな く軟質

黒色混土炭層壁は褐色に

焼ける

SK03

1 黒色混土炭層壁は掲色に

焼ける

2 淡黄掲色土

0                2m

A雷藤n   __ズ

上 黄掲 】

熱

第67図 受馬遺跡SD01
実測図 (1/60)

第66図 受馬遺跡SK81～ 03実測図 (1/40)

SA01(第65図 )

直径20cm深 さ30cmの ピットが 3個並ぶ。ピット内には白濁褐色上が堆

積 し,遺物は混入 していない。周囲には直線的には結べないものの同様

のピットを検出しており,本来はこれらも含めて何らかの遺構を構成 し

ていた可能性が考えられる。SA01に近接する位置で,上層遺構面に接

して土器群①が出上した。碗を伏せた内部に皿形土器が数枚重ねてあった。

SX01(Pl～ 7)(第65図)直 径10cm深 さ30cmの ほぼ同一規模のピッ

トが, 2m× 3mの範囲で 7個検出された。ピット内には中・ 近世土師

器の細片を含む暗褐色の軟かい有機質土が堆積。ピット群の南側には盛

土状遺構SX02が土層にで確認できた。

SX02(第 65図)地 山内に認められる人頭大の礫が集積されていた。

地山層との間には堆積土層を挟んでいる。礫には加工痕は認めらず,検

出状況からも構造物を構築 していたとは考えられない。何らかの要因に

より集積されたとものと思われる。礫の間からは中・ 近世土師器の細片が出土 している。

SX03(第 64図 )SX01の南側の小規模な盛土状遺構。平面的な広がりを確認することはできなかっ

たが,調査区内に設けた土層確認用の畦から,約直径 4m・ 高さ0.5mの不整円形の盛上が想定され

る。盛土された土は数層に細かく分層できるが,いずれの層からも細片の上師器が出土 している。

SK01・ 02・ 03(第66図)調 査区の北端で検出した。地山上に堆積 した土から掘り込まれており,

上層遺構面としたが,上記のSA01やSX01等 との前後関係は不明である。規模は 1～1.2m,深 さ20

～40cmの不整円形の浅い土坑で,壁面が焼け,内部には炭が薄く堆積 している。SK02では焼けた痕

跡のある人頭大の地山礫が堆積 していた。いずれの上坑からも遺物は出土 しておらず時期は不明であ

る。

器
　
　
　
　
１ハ
篭
＋
半
―
―

上
了

-93-



3.,下層遺構面について

SD01(267図)上層遺構面のSX01の直下で検出した長さ2.34幅20cmの小さい濤状遺構である.。

地山層に直接据り込まれておリーォー部はSX01に よって―壊されている。内部には小片の波を混入する

黄褐色土が堆積していた。遺構内および埋土中から遺物は出土していないが,周辺から吉墳時代前半

期の上師器小片が出上し―ておリー,この時期のものであると―思われる。



第 3節 遺物 につ いて

出上した遺物には,中 。近世土師器を中心とする土器類と,古銭,石器などがある。以下それぞれ

について述べる。

1.土   器

(1)中 。近世土師器 (第69図～第76図 )

今回の調査で出上した全遺物の大半を占める。第 102・ 3・ 5層中より細片で,整理用コンテナで

約20箱分が出上した。完形に復元可能な資料が非常に少なく,総個体数の把握や各形態別の出土数割

合等の検討は不可能であった。層位による形態や出土状況の差異は認められず,層位的に時期を決定

することは困難である。形態の特徴で皿形・ 杯形・碗形に分類 し,さ らに細分して述べる。

当地域における中世後半以降の上師器の様相については資料的な制限から,不明瞭である感は否め

ない。 しかし,13世紀ごろまでと,16世紀末～17世紀代については,共伴する陶磁器や,文献からの

年代決定が可能な資料などが増えてきている。これらの成果から考えると,受馬遺跡の中世以降の土

師器には,13世紀ごろまで遡ると考えられるもの (第 73図 12～ 17)と ,16～ 17世紀のもの (第70図 1

～■)と が認められる。また古銭 (寛永通宝)が出上 していることをあわせると,これらの上師器の

時期の下限は17～ 18世紀頃かと考えられる。

以下,分類ごとに上器の特徴について述べる。なお個別の上器のデータは観察表としてまとめた。

皿形土器 (第69図 1～ 4,第70・ 71図,第76図 1～13)器高が概ね 2 cm以 下を基準に皿形として

まとめた。

成形技法の違いにより,A類とB類に大別が可能である。

A 類 (第70図 1～■)手 づくねによる成形で, 日径7.8cnl～9.6cmと大小の個体差が見られる。

底部は緩いカーブの丸底か,中央部が若千上げ底である。いずれの個体も底部外面には指頭圧痕が残

り,内型の使用が想定される。外面口縁部には強い横ナデが施され,端部に平坦な面を持つものがあ

る。胎土は個体差があるが,他の器種では見られない金雲母などの微砂粒を含むものが見られ,淡黄

白色を呈する緻密な胎上のものが多い。出土量は少なく,完形に復元できるものは数点である。他遺

跡での類例では,16～ 17世紀に見られ,畿内で生産され地方でも大量に流通 していた皿であるといわ

れており,本遺跡でも全体に対 して割合は非常に少ないものの認められた。

m

第68図 受馬追跡出土石器実測図 (1/2)

-95-



B 類 (第69図 1～ 4,第70図12～39,第71図 1～24,第76図 1～13)ロ クロ成形によるもので ,

平 らな明瞭な底部を持つ。大半は底部に回転糸切り痕を残す。底径が約5。 5cm未満のものと,5,5cmを

越えるものではやや形態が異なり, B類-1,B類 -2と 分けて述べる。

B類-1(第 70図 12～22,第76図 1～13)底径が5.5cm未満のもの。形態や手法上の特徴,胎土・

焼成に個体差があるが,いずれも出土数が少ないため,ま とめた。第70図 12,13はやや小型だが器壁

が厚い。第70図 15は底径が3.8clnと 最小であるのに対 し日径が大きく, 日縁端に向かって緩 く内湾 し

て立ち上がる。器壁は薄く,風化が著 しいものの底部には糸切り痕が認められる。第76図 1は,丸み

を帯びた平底を呈し,回転糸切りである。以上は本遺跡では他に出上していない。第Ю図1■ 1617,1920

は形態的にはB類-2と異なり底形に比 して大きい日縁のものであるが,調整ではB類-2と共通点

が多い。

B類 -2(第 69図 1～ 4,第 70図23～39,第71図 1～24)底径が5.5cm以上のもの。出土量は多く,

本遺跡出土土器の 1/2程度を占めていると思われる。個体間の形態差が少ないものである。底部は

明瞭な回転糸切り痕が残り,小さく直立する日縁を持つ。内面は回転ナデで,底部と口縁部の境には

凹みがあり,日縁端には平坦面を持つものが認められる。胎土は汝黄褐色呈するものが大半である。

島根県内での類例は散見されるものの年代決定の困難なものが多く,本遺跡の例も他の遺物から13世

紀～17世紀という幅の中のものと考える。

0               10Cm

第69図 受馬遺跡上層遺構面上器群出土遺物実測図 (1/3)

杯形上器 (第71図25～30,第 72図,第73図 1～17)成形技法・形態差により,A・ B・ COD・ E類

に大別して述べる。

A 類 (第71図25～30,第76図14)底部にヘラ状工具による切り離し痕が認められ,切離し後は

未調整かあるいは荒いナデ調整が施されている。一部には乾燥時の合の痕跡と見られる平行線が観察

できるものがある。底部器壁は厚く,内面中央はボタン状に盛り上がっている。外部は直線的に逆ハ

の字状に開き, 日縁に向かって器壁が薄くなる。器高は個大差があり,第71図27の ように皿状に浅い

ものもある。胎土・焼成は個体差が少なく,明るい橙色を呈す。出土量は少なく,完形のものは無い。
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B 類 (第72図 1～12,第76図 15～20)ロ クロ成形によるもので,底部に明瞭な糸切り痕が認め

られる。杯部は底部から緩く内湾 して立ち上がる。胎土中に微砂粒を合み,淡黄褐色を呈す。出土量

は非常に多く,皿 B-1類 とともに本遺跡の大半を占める。これらの年代も不明であるが14世紀以降

のものである。

C 類 (第72図 13～19,第73図 1～ 4)ロ クロ成形によるもので,底部に糸切り痕を残す。底径

に対する日径の比率が大きく,器壁が薄く,シ ャープな印象である。外部は底部から直線的に延びる。

色調が明橙色のものと,淡黄褐色の 2種類が認められる。

D 類 (第73図 5～ 8)上 述のA・ BoC類と異なり小型で,直径 3 cmの 小さく厚い底部を持つ。

日径に比 して器高が高いため,皿形土器ではなく,杯として分類 した。底部外面には明瞭な糸切り痕

が認められる。やや外反する外部の薄さに対 して,底部は厚く,内面がボタン状に盛り上がるものも

ある。

E 類 (第73図 9～17)破損が著 しく全体としての器形は不明であるが,底部に脚・ 高台の付 く

ものを杯 E類として分類 した。このため本来は皿形・ 椀形として分類されるべき個体を含んでいると

思われる。脚・高台部を中心にE類 -1～ 3に分けて述べる。

E類-1(第 73図 9～■)底 部の厚さが 2 cm以 上と厚いもので,高合状を呈する。底部以上は確

認出来なかったものの,杯部の破断面は,非常に薄い。

E類-2(第 73図12～15,第76図21,22,24)い わゆる「柱状高台」を呈するもので,個体数は

少ないが出土 している。底部は糸切痕を残す柱状で,柱状部が細く高いものと,太 く低いものとがあ

る。杯部は不明である。同様の例に松江市石台遺跡,遺跡等があり,こ れらの遺跡では共伴する陶磁

器から11世紀～12世紀と言われている。

E類 -3(第 73図 16・ 17,第76図23)杯部に中空の脚の付くもので,小数出土 している。全体は

不明であるが,E-2類 の柱状高合と共に出土する例が知られており,同様の年代が考えられる。

椀形土器 (第69図 5～ 6,第73図 18～ 25,第 75図 1～ 3)破 損品が多く,全体を復元可能な個体

は無かったが,現存部で器高が 5 clll以上のもの,ま たは,これに手法の類似する個体を集めた。底部

は糸切りによる切離 しで,全体に器壁が薄いことが共通する特徴である。外部は内湾 しながら立上り,

内外面とも強いナデ調整により,稜が多く付いている。

(2)古墳時代土師器 (第74図 1～ 8)

第 204・ 5層の各層中と下層遺構面に接 して,中 。近世土師器と異なる時期の上師器片が数点出土

している。前述の中近世土師器と区別 してまとめて古墳時代土師器として述べる。

第 2層中より出上 した第74図 1・ 2は古墳時代前期の低脚杯で,やや小さい脚部に深い杯部が付く。

2の杯部は不明。 3・ 4は甕形土器の一部である。同図 5は高芥の外部で,脚・杯部ともに欠損 してい

るが,古墳時代の高杯に特徴的な杯中央の円形の刺突孔が見られる。同図6～ 8は手づくね土器である。

第 5層中より出上した第75図 7は甕の上半で,かなり退化 した複合口縁の日縁部を持ち,古墳時代

前半期のものと思われる。

これらの上器は,小片であるが,風化や磨滅のあまり進んでいないものが多 く,上述の時期の遺構

が近接 して存在 している可能性が考えられよう。
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第74図 受馬遺跡黒褐色上層中出土遺物実測図(5)(1/3)
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0)須 恵 器 (第75図 4～ 6)

第 5層より小片の須恵器が小数ながら出上している (第75図 4～ 6)。 いずれも蓋の一部である。

4はボタン状のつまみ部, 5・ 6は端部にかえりの付く蓋の一部である。これらは奈良時代以降のも

のと見られる。

9)陶   器 (第 74図 9～ 11)

現表上である第 1層中より出土。小型の皿形を呈し,内面と外面の日縁部にやや紫がかった褐色の

釉が施されているが,外面にはかかっていない。10はかえりがある。胎土は微砂粒を含み,橙色を呈

する。産地や時代については判別し難い。

2.古    銭 (第78,79図 )

第 5層中より寛永通宝50個以上と永楽通宝等の渡来銭が 3個が出上した。これらは土器と同様遺構

上面に堆積した遺物包合層中からの出上である。寛永通宝は径や鋳影の異なる数種のものがあり,判

別可能なもので古寛永通宝 9個,文銭 4個,新寛永通宝16個が認められる。

3.石    器 (第68図 )

黒曜石製のスクレイパーで,長さ 7 clll,幅4.8cll厚さ1.5cmを 測る。第 2層から出土している。遺跡

からは他に素I片 などは出土していないため,近接地からの後世の流入によるものと思われる。景J片の

側面に素1離を施し刃部を作り出している。

韓 簸 鋲 簸
第78図 受馬遺跡出土古銭拓影(1)(1/2)

韓 畿
0      5cm
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第 4節 ま  と  め

以上のように,受馬遺跡では古墳時代の小規模な濤状遺構と,中世以降の上師器を用いた祭祀跡と

思われる遺構を検出した。以下,後者の祭祀跡に関連 して遺跡の性格についてまとめたい。

今回の調査では,限定された狭い範囲内で,非常に細かく割れた多量の上師器が出上した。土器の

大半は,風化や磨滅があまり進んでいないものの,非常に細かく割れており,この場所で何らかの目

的で使用され,意図的に割られ,廃棄されたものと考えられる。検出遺構,上器の出土状態と,遺跡

の立地等を合わせて考えると,受馬遺跡は日常的な生活の場や墓地の跡ではなく, 目的は定かではな

いが,何 らかの祭祀跡である可能性が高い。

島根県内における中世以降の上器を用いた祭祀関連遺構は,類例がいくらか知 られている。埋葬と

考えられる土渡や掘立柱建物跡と関連する遺構に伴って土師器の出上が知 られている。斐川町西石橋

遺跡では土墳墓内・ 上面より,■～13世紀の土師器が出上 している。木次町妙見山遺跡では埋葬と見

られる土坑内と,山岳寺院に関連する掘立柱建物跡から■～13世紀ごろの上師器が出上 している。安

来市大坪遺跡では,埋葬かどうかは不明であるが丘陵斜面を掘り込んだ穴より上師器が出土している。

16世紀以降では,松江市大庭町八雲立つ風上記の丘地内にある岡田山 1号墳墳裾で,土師器皿を50個

以上を納めた土壌が確認されている。また松江市竹矢町中竹矢遺跡では墓墳を伴わない方合状の盛土

遺構中から寛永通宝,括鉢とともに「かわらけ」が出土しており、祭祀遺構に伴う可能性があること

は以前より指摘されていた。受馬遺跡も,こ うした祭祀遺構であると考えられる。特に前述の松江市

中竹矢遺跡では,古墳とは異なる軟弱な方形盛土状遺構が古銭を伴って認められ,受馬遺跡で検出し

た盛土状遺構との共通性が考えられる。また現代においても残る「才ノ神さん」といった信仰におい

ても盛土や集石が見られることも本遺跡を考える上で示唆的であろう。

受馬遺跡の年代については,年代決定が困難であるが,一部のみが,12～ 13世紀に遡るものであり,

下限は寛永通宝の流通する17世紀以降の上器と考えられる。下限については出土銭貨や遺物に明治時

代以降のものを全く含まないことより最も新 しく考えても明治時代以前ということになる。 しかしこ

のように長期に渡って継続 してこの地が祭祀の場として機能 していたとは考え難 く,こ の期間の限ら

れた「時期」のみ祭祀の場であったと考えられる。この「時期」がいつであるかは,いまのところ柱

状高合のある12～ 13世紀ごろと畿内系の皿のある16世紀～17世紀は明らかであるがその他の大半の土

器の時期が明らかでなく,遺跡の主要な年代は不明であると言わざるを得ない。

以上のように,現段階では受馬遺跡の祭祀や土師器について明らかにし得たことは少ないが,今後

の類例の増加を待って検討すべき課題であろう。

註

(1)これは回転合土師器,土師質土器などと呼ばれるもので,「かわらけ」と呼ばれる土師皿もこれに含まれ

る。

(2)広江耕史「島根県における中世土器について」『松江考古』第8集 松江考古学談話会 1992年

(3)例えば松江城ニノ丸番所跡,松江市岡田山1号墳墳裾土坑,広瀬町富田川河床遺跡,松江市竹屋町中竹矢

遺跡などがある。

『松江市文化財調査報告書第56集 史跡松江城発掘調査 一ニノ丸番所跡―』松江市教育委員会 1993年
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『岡田山古墳群』島根県教育委員会 1985年

『富田河』島根県教育委員会 1984年

三宅博士,広江耕史他「中竹矢遺跡」『国道 9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ』

島根県教育委員会 1985年

(4)伊野近富「かわらけ考」『京都府埋蔵文化財論集第 1集』働京都府埋蔵文化財調査研究センター 1987年

(5)川 原和人・桑原真二「島根県斐川町西石橋遺跡の中世墓」『古文化談叢』第18集 九州古文化研究会

1987年

(6)『妙見山遺跡 木次町文化財調査報告書第 3集』木次町教育委員会 1995年

(7)「大坪遺跡」『国道 9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書』島根県教育委員会 1976年

(8)『岡田山古墳群』島根県教育委員会 1985年

(9)「中竹矢遺跡」『 9号線バイパス建設予定地内埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅳ』島根県教育委員会 1985年

(10)(9)と 同じ

(11)明治時代の貨銭を伴ってかわらけが出上した松江市才の神遺跡のかわらけは胎上が非常に緻密で,受馬遺

跡のものとは,様相を異にすることからも,受馬遺跡の上器は明治時代のものは含れていないと思われる。
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受 馬 遺 跡 遺 物 観 察 表

挿図番号 器 種
法

胎 土 焼 成 色 調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備 考
日径 底径 器高

第69図 1 土師器
皿  B

71 68 0.85 繊 密 良好 黄褐色 底部糸切り D-3土 器群 1

第69図 2 器
Ｂ

師土
皿

1 65 級 密 良好 黄褐色 底部糸切り、
内外面回転ナデ

D-3土 器群 1

第69図 3 器
Ｂ

師土
皿

7 15 1.15 普通 普通 黄褐色 底部糸切り、
内外面回転ナデ

D-3土 器群 1

第69図 4 器
Ｂ

師土
皿

普通 普通 黄褐色 底部糸切り、外面回転ナデ
内面回転ナデ、ナデ

D-3土 器群 1

469図 5 土師器
碗

13.9 やや粗 1剛程度
の半透明の粒含

普通 明橙色 底部糸切り、
内外面回転ナデ

D-3上器群 1

身g69ゆ�6 土師器
碗

11.6 7.1 やや粗  l ntw程 半
透明、白い粒合

普通 黄褐色 底部糸切り、
内外面回転ナデ

D-3土 器群 1

第70図 1 土師器
皿 A

8.75 普通 普通 淡黄褐色 外面ナデ、内面ヨヨナデ
ロ縁端部回転ナデ

D-3黒 褐

第70図 2 器
Ａ

師土
皿

1.95 やや粗し 普通 明橙色 内外面ヨコナデ
日縁部回転ナデ

D-3黒褐

第70図 3 器
Ａ

師土
皿

l mn以下の砂粒含
む

普通 淡黄褐色 底部ナデ、内面ヨコナデ
外面ヨヨナデ指圧痕回転ナデ

D-3黒褐 非ロクロ系

第70図 4 器
Ａ

師上
皿

砂粒少ない やや不良 淡黄褐色 外面ヨコナデ指圧痕
内面ヨコナデ 底部ナデ
中央がややへそ状

D-3黒褐 底部に黒斑非ロ

クロ系

第70図 5 器
Ａ

師土
皿

白、褐色砂粒含む 良好 淡黄褐色 底部ヨコガ 外面回転ガ
内面ヨコナデ

D-3黒 褐

第70図 6 器
Ａ

師土
皿

100 普通 l mn程度の
半透明粒を含む

普通 明橙色 底部未調整、
内外面回転ナデ

D-3黒褐 非ロクロ系

第70図 7 器
Ａ

師土
皿

11.6 普通 不 良 淡黄褐色 外面回転ナデヨコナデ
内面ヨコナデ

D-3黒褐 黒斑あり

第70図 8 器
Ａ

師土
皿

11.0 普通 やや不 良 淡黄褐色 底部未調整 内面回転ナデ
ロ縁端部回転ナデ

D-3黒 褐 非ロクロ糸内外
黒斑

第70図 9 器
Ａ

師土
皿

12.3 砂粒少なヤ やや不良 淡黄色 外面ヨコナデ未調整
内面ヨコナデ

D-3黒 褐 非ロクロ糸

第70図 10 土師器
皿 A

130 普通 普通 黄褐色 D-3黒 褐 黒斑

第70図 ■ 土師器
皿 A

13.6 普通 良好 黄褐色 外面未調整 内面回転ナデ D-3黒 褐

身留70Fζ 12 土師器
IllD3-1

綾 密 良好 茶褐 色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒褐

第70図13 土師器
IttB-1

6.0 普通 普通 淡黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-2黒 褐 底部厚い

第70図14 土 師器

工BB-1
1.65 繊 密 良好 種 色 底部回転糸切り

内外面回転ナデ
D-3黒褐

第70図 15 土師器
llB-1

(3.4 粗 不 良 明橙色 底部回転糸切り
内外面不明

D-3黒褐

第70図 16

輔陣
普通 良好 橙黄色 底部回転糸切り後ヘラによ

る調整 外面回転ナデ
内面ヨコナデ

D-3黒 褐

第70図17

靭陣
普通 普通 茶褐色 底部糸切り、

内外面回転ナデ
D-3黒 褐 黒斑

第70図 18 上師器
IllB-1

普通 良好 外橙黄色
内淡黄色

底部回転糸切り
外面回転ナデ、内面ヨコナデ
日縁端部回転ナデ

D-3黒褐

第70図 19 土師器
IllB-1

普通 普通 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒褐

第70図20 土 師器

工[B-1
普通 普通 黄褐色 底部回転糸切り

外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒褐

第70図 21 土師器
lllu3-1

普通 良好 黄褐色 底部ヘラ切離 し後板 目痕
外面回転ナデ、内面ヨコナデ
日縁端部回転ナデ

D-3黒褐
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挿図番号 器 種
法 量

胎 圭 焼 成 色 調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備 考
口径 底径 器 高

第70図22 土師器
』□B-1

8.0 砂粒合む 良好 黄褐色 底部ヘラ切り、外面回転ナデ
内面ナデ

D-3黒 褐

身餅70屁423 土師器
工田B-2

1.1 普通 普通 明笹色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐 黒斑あり

身留70優�24 土師器
IllB-2

普通 砂粒含む 良好 黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨヨナデ回転ナデ

D-2黒褐

第70図 25 土師器
lllB-2

普通 良好 黄褐色 底部糸切 り、外面回転ナデ
内面ヨコナデ
ロ縁端部回転ナデ

D-3黒 褐色

第70図 26 土師器
」田B-2

6.6 普通 普通 茶褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒 褐 大きな黒斑

身餅70優427 土師器
1□B-2

やや粗 l mn以上
の白色粒合む

普通 澄黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐

夕g70Бζ28 土師器
IllB-2

普通 普通 黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨヨナデ回転ナデ

D-2黒褐 黒斑あり

第70図29 土師器
IllJ3-2

11 砂粒含む 良好 黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ、内面ナデ

D-3黒 褐

第70図30 土師器
ILB-2

普通 普通 黄褐色 底部回転糸切り D-3黒 褐

第70図31

珊陣
0.95 普通 普通 黄褐色 底部回転糸切り

内外面回転ナデ
D-2黒褐 黒斑あり

第70図 32 土師器
llltB-2

普通 良好 黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-2黒 褐 黒斑あり

第70図 33 土師器
mB-2

1.1 普通 普通 淡黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-2黒 褐 普黒斑あり

第70図 34 土師器
ILB-2

普通 良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3

第70図35

珊陣
8.0 普通 普通 黄褐色 底部回転糸切り D-3黒褐

第70図36 上師器
lllB-2

1.1 普通 砂粒合む 良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-2黒 褐

第70図 37 土師器
llB-2

6.6 1.1 普通 普通 黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨヨナデ回転ナデ

D-2黒 褐

第70図38 土師器
DLB-2

7.7 普通 普通 明橙色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨヨナデ回転ナデ

D-3黒 褐

第70図39 土師器
lllu3-2

1.1 普通 白色粒含む 普通 橙茶褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面回転ナデヨヨナデ

D-3黒 褐 黒斑あり

第71図 1 土師器
lllB-2

6.7 1 25 やや粗
石英粒あり

普通 黄橙色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒褐

第71図 2 土師器
lllB-2

7.2 5.8 普通 良好 橙黄色 底部回転糸切り
外面回転ナス 内面ヨコナデ
ロ縁端部回転ナデ

D-3黒褐

第71図 3 上師器
lllB-2

68 緻 密 普通 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐 黒斑あり

第71図 4 土師器
lllB-2

1.05 普通 白半透明の
極小秒粒含む

普通 黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒褐

第71図 5 土師器
IIB-2

緻密 良好 黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面回転ナデヨコナデ

D-3黒褐 黒斑あり

第71図 6

端陣
66 l ml以 内の砂粒を

合む
良好 黄橙色 底部回転糸切り

外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒褐

第71図 7 土師器
lllu3-2

普通 普通 明桂色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐

第71図 8 上師器
lllu3-2

普通 普通 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐
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挿図番号 器 種
法 量

胎 土 焼 成 色 調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備 考
日径 底径 器 高

第71図 9 上師器
ILB-2

普通 良好 橙黄色 底部回転糸切り
外面回転ナデ内面ヨコナデ
日縁端部回転ナデ

D-3黒 褐

第71図 10 土師器
llB-2

14 やや粗 白色、半
透明砂粒を含む

普通 明橙 色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒 褐

第71図■ 上師器
lllu3-2

1.1 砂粒合む 良好 黄褐色 底部回転糸切り、底部板目痕
外面回転ナデ、内面ナデ

D-3黒 褐

第71図 12 土師器
ILB-2

普通  5 nl以上の
砂粒含

普通 黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒褐

第71図 13 土師器
llllB-2

1.05 普通 白、半透明
の極小粒を含む

普通 黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒褐

第71図 14 土師器
lllB-2

普通 良好 掻黄色 底部回転糸切り
外面回転ナ六 内面ヨコナデ
日縁端部回転ナデ

D-3

第71図 15 上師器
睡 -2

1 05 緻密 良好 黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面回転ナデロクロロロ立つ

D-3黒褐

第71図 16 上師器
lllD-2

11 普通 普通 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒褐 黒斑

第71図 17 上師器
lllD3-2

1,1 砂粒含む やや不 良 淡黄褐色 底部回転糸切リヘラナデ
外面回転ナデ
内面ヨヨナデ回転ナデ

D-3黒褐

第71図 18 土師器
IIB-2

普通 良好 橙黄色 底部回転糸切り
外面回転ナ六 内面ヨコナデ
ロ縁端部回転ナデ

D-3黒褐

第71図 19 上師器
lllB-2

普通 普通 淡黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-2黒褐

第71図20 上師器
lllB-2

普通 良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 4B

第71図21 土師器
llllB-2

普通  l nun程 度の
半透明粒を含む

良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒褐

第71図22

輔陣
3 mn以上の砂粒合
まず

良好 淡黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒褐

第71図 23

珊随
やや粗 砂粒合む 良好 黄褐色 底部回転糸切り、底部指圧痕

外面回転ナデ、内面ナデ
D-3黒 褐 暗褐色斑文

第71図 24 土師器
lllu3-2

緻 密 良好 黄褐色 底部回転糸切り C-3黒 褐

第71図25 器
Ａ

師土
杯

11.0 白色粒含む 良好 明橙色 底部ヘラ切り、外面回転ナデ
内面ヨヨナデ回転ナデ

D-2黒褐

第71図26 器
Ａ

師土
杯

10 5 普通 普通 黄褐色 底部ヘラ切り後ナデ
内外面回転ナデ

D-2黒褐

第71図27 器
Ａ

師土
杯

12 1
5

密 白、褐色粒合 良好 明橙色 底部ヘラ切り未調整
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒褐

第71図 28 器
Ａ

師上
不

(8 01 普通 普通 橙褐色 底部ヘラ切り後平行線状圧痕
外面回転ナデ
内面回転ナデ、ナデ

D-3黒 褐

舅き71優雪29 器
Ａ

師上
ネ

普通 白、黒色粒
含む

良好 黄褐色 底部ヘラ切り後板 目状圧痕
内外面回転ナデ

D-3黒 褐

第71図30 器
Ａ

師土
杯

普通 普通 淡黄褐色 底部ヘラ切り後平行線状圧痕
外面回転ナデ

D-3黒 褐

第72図 1 器
Ｂ

師土
杯

11 0 普通 普通 淡黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面回転ナデ静止ナデ

D-3黒 褐

第72図 2 上師器
杯 B

12 0 3.15 白、黒色粒含む 史好 明橙色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面回転ナデ

D-2黒 褐

第72図 3 土師器
杯 B

11,7 普通 普通 明橙 色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面回転ナデ

D-2黒 褐
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胎 土 焼 成 色 調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備 考
日径 底径 器 高

第72図 4 器
Ｂ

師土
不

砂粒合む 良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-2黒 褐

舅露72優雪5 器
Ｂ

師土
杯

12.2 普通 普通 淡黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐

第72図 6 器
Ｂ

師土
杯

普通 普通 淡責褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐

第72図 7 器
Ｂ

師上
杯

12.6 3.05 白色粒含む 良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-2黒 褐

第72図 8 器
Ｂ

師上
杯

普通 普通 観黄褐色 底部回転糸切り D-3黒 褐

第72図 9 器
Ｂ

師土
杯

普通 普通 黄橙色 底部回転糸切り外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒 褐

第72図 10 器
Ｂ

師土
杯

12.2 普通 白色、半透
明砂粒を合む

やや不良 淡黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐

第72図■ 器
Ｂ

師土
杯

2.85 普通 l mI以下の
白、黒色粒含む

良好 黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒 褐

第72図 12 器
Ｂ

師土
杯

普通 普通 黄褐色 底部回転糸切 り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐

第72図 13 器
Ｃ

師上
杯

砂粒少ない 良好 黄橙色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐

身372優で14 器
Ｃ

師土
杯

密 良好 明橙 色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒褐

身密72優ζ15 器
Ｃ

師土
杯

緻密 良好 橙黄色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒 褐

身g72いζ16 器
Ｃ

師土
杯

密 良好 褐
色

黄
橙

淡
明

外
内

底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-2黒褐

第72図 17 器
Ｃ

師土
芥

普通 1～ 2 mlの

砂粒合む
良好 淡黄褐色 底部回転糸切り

外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒 褐

第72図18 器
Ｃ

師土
杯

密 白、褐色砂粒
を合む

良好 明獲色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒 褐

第72図 19 器
Ｃ

師上
杯 合

通
粒

普
砂

1～ 2 mmの 良好 淡黄褐色
外明橙色

底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒 褐

第73図 1 器
Ｃ

師上
杯

普通 砂粒合む 良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐

身寓73優ζ2 器
Ｃ

師土
杯

白、褐色砂粒含む 良好 黄褐色 底部糸切り、内外面回拶 D-3黒 褐

第73図 3 器
Ｃ

師土
杯

普通 良好 黄橙色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐

第73図 4 器
Ｃ

師土
ネ

普通 砂粒を含む 良好 暗黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒褐

第73図 5 器
Ｄ

師土
堺

2.55 粗 白色半透明粒
合む

普通 淡黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒褐

身営73じ46 器
Ｄ

師土
杯

白色砂粒含む 良好 橙黄色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒褐

第73図 7 器
Ｄ

師土
杯

2 95 粗
合む

白色半透明粒 普通 橙 色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐 黒斑あり

第73図 8 器
Ｄ

節土
杯

白色粒を合む 良好 黄種色 底部回転糸切り
外面回転ナデ 内面回幕サデ

D-3黒褐

第73図 9 土師器
杯E-1

砂粒含む 良好 明種色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面回転ナデ未調整

D-3黒褐

第73図 10 土師器
うにE-1

白色粒を含む 良好 橙色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面未調整回転ナデ

D-3黒褐

第73図■ 土師器
杯E-1

普通 普通 明橙色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

C-3黒 褐 黒斑あり
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挿図番号 器 種
法 量

胎 土 焼 成 色 調 手 法 の 特 徴 出土 地 点 備 考
口径 底径 器 高

第73図 12 土節器
杯E-2

普通 砂粒含む 良好 明橙色 底部回転糸切り
外面回転ナデ、内面ナデ

D-3黒 褐

第73図 13 土師器
杯E-2

l mm以 下の白色粒
を合む

良好 茶褐色 外面回転ナデ D-3黒褐

第73図14 土師器
うにE-2

砂粒を多く合む やや不良 淡黄褐色 底部糸切り、内外面ナデ D-3黒褐

第73図15 上師器
杯E-2

砂粒合む 良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面ヨコナデ

D-2黒 褐 柱状高台

第73図 16 土師器
刺 -3

金雲母、黒色粒等
を含む

やや不良 黄褐色
淡黄褐色

内面回転ナデ D-3黒 褐

身g73層蜀17 土師器
ラFE-3

白、褐色粒多く合 良好 明橙色 ナデ D-2黒褐

第73図 18 上師器
碗

7.2 密 砂粒少ない 良好 種黄色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐 黒斑あり

第73図 19 土師器
碗

普通 砂粒合む 普通 淡黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒褐

第73図20 土師器
碗

l mIの 白、褐色砂
粒を含む

良好 明橙色 底部回転糸切り
外面回転ナデ 内面回転サデ

D-3黒褐

第73図21 土師器
碗

粗い 普通 外褐色
内橙色

底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒 褐

第73図22 土師器
碗

白、褐色粒合む 良好 淡黄褐色 底部回転糸切 り
内外面回転ナデ

D-2黒 褐

身感73優電23 土師器
碗

l mm以下の白、黒
色粒合む

良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-2黒褐

身g73D424 土師器
碗

砂粒合む 良好 淡黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒褐

第73図25 土師器
碗

普通 普通 淡橙褐色 底部ヘラ切り平行線
外面回転ナデ
内面回転ナデヨヨナデ

D-3黒褐

第74図 1 土師器
低脚杯

石英長石粒含む 良好 茨黄褐色 外面ハケのちナデ D-2黒褐 古墳前期

第74図 2 土師器
低脚杯

砂粒合む やや不良 淡黄褐色 回転ナデ D-3黒褐

第74図 3 土師器
壺

やや粗 3 1El程 の
石英長石粒合む

良好 黄橙色 外面ヨコナデ、ハケメ

内面ヨコナデ、ケズリ
D-2黒褐 黒斑あり古墳中

後期

第74図 4 土師器
堕

白色、半透明粒を
含む

良好 淡黄褐色 外面ヨコナデ、ハケ
内面ヨコナデ、ケズリ

D-3黒褐 古墳後期

第74図 5 器
杯

師上
高

やや粗 石英多い 良好 橙色 D-3黒褐 古墳時代

第74図 6 器
捏

師土
手

3 nII程長石粒など
砂粒含む

良好 黄褐色 外面ナデ ?

内面ヨコナデナデ ?

D-2黒褐 手づくねか

第74図 7 器
捏

師土
手

石英、長石など砂
粒含む

良好 黄褐色 手づくね D-3黒 褐 ミニチュア土器

第74図 8 器
捏

師土
手

ヽ
む

英
含

石
粒

長石など砂 良好 黒褐色 手づくね D-3黒褐 ミニチ ュア土器

第74図 9 陶 器
皿

1,7 密 白色粒合む 良好 明橙色 内外面回転ナデ D-2黒褐 濃紫褐色和144
と同一 ?

第74図10 陶 器
皿

密 白色粒合む 良好 明桂色 外面回転ナデ D-2黒褐 濃繁褐色和

第74図■ 陶 器
皿

密 白色粒含む 良好 明笹色 内外面回転ナデ D-2黒 褐 濃紫褐色釉

第75図 1 土師器
碗

砂粒合む やや不良 淡黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

C-3白 灰

第75図 2 土師器
碗

普通 砂粒含む 良好 淡黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

C-3暗青灰

第75図 3 土師器
碗

やや粗 3 oHII以 内
の砂粒含む

普通 淡黄褐色
茶褐色

底部回転糸切り
内外面回転ナデ

C-3白 灰

第75図 4 器
蓋

恵須
杯

石英、長石を含む やや不良 橙色 外面回転ナデ C-3白 灰
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挿図番号 器 種
法 量

胎 上 焼 成 色 調 手 法 の 特 徴 出 土 地 点 備 考
口径 底径 器高

身g75膠コ5 須恵器
杯 蓋

12.9 緻密  l oln以 上の
白粒あり

良好 暗青灰色 外面回転ナデ
内面回転ナデナデ

C-3暗青灰

身留75房46 器
蓋

恵須
杯

緻密 良好 青灰色 内外面回転ナデ C-3黄濁灰

第75図 7 土師器
重

17.0 やや粗 白半透明
透明粒合む

良好 暗褐色 外面ヨヨナデ
内面ヨヨナデケズリ

C-3白 灰 古墳中期

第76図 1 上 師器

工LB-1
やや粗 良好 明桂色 底部回転糸切り

内外面回転ナデ
D-3黄 濁灰

第76図 2 土師器
工LB-2

7.7 1 65 普通 砂粒合む 良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

拡張部灰

第76図 3 土師器
IIB-2

3m以下の砂粒含
む

良好 淡黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面回転ナデヨコナデ

拡張部灰

第76図 4 土師器
鵬 -2

緻 密 良好 淡黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3白 灰

第76図 5 土師器
IllB-2

普通 砂粒合む 良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3青灰

第76図 6 土師器
IllB-2

緻密 普通 黄褐色 底都回転糸切り
外面回転ナデ
内面回転ナデヨコナデ

C-3黄濁灰

第76図 7 土師器
IttB-2

0.95 緻 密 良好 白灰色 底部回転糸切り C-3暗青灰

第76図 8 土師器
ILB-2

6 85 普通  l lml以 下の
白色粒

普通 淡黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

D-3黒 褐

第76図 9 土師器
Illu3-2

11 普通 普通 黒灰色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黄濁灰 全面に黒斑

第76図 10 土師器
Illu3-2

やや粗  l ml以下
の白色粒あり

普通 茶褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨヨナデ回転ナデ

C-3白 灰

第76図 ■ 土師器
鵬 -2

やや粗  l mD以下
の白色粒含む

普通 淡黄褐色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面回転ナデヨコナデ

C-3黄濁灰

第76図 12 土師器
IEB… 2

普通 普通 淡澄褐色 底部回転糸切り C-3黄濁灰

第76図 13 土師器
ILB… 2

普通 普通 淡黄褐色 底部回転糸切り C-3黄濁灰

第76図 14 器
Ａ

師土
杯

普通  l lun以 下の
白茶半透明粒合

普通 種白色 底部ヘラ切り? C-3黒褐

身g76図15 器
Ｂ

師土
杯

普通 良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3黒褐

第76図16 器
Ｂ

師土
杯

砂粒稀に合む 良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

C-3白 灰

第76図17 器
Ｂ

師土
杯

粗
む

や
合

や
粒

白色長石 良好 乳桃白色 底部回転糸切り
外面回転ナデ
内面ヨコナデ回転ナデ

C-3白 灰

第76図 18 器
Ｂ

師土
杯

普通 砂粒合む 良好 黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3青灰

第76図 19 器
Ｂ

師土
杯

白色長石粒含む やや不良 黄灰色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

C-3白 灰

第76図20 器
Ｂ

師土
杯

普通 普通 淡黄褐色 底部回転糸切り
内外面回転ナデ

D-3白 灰

第76図 21 土師器
うドE-2

6.2 砂粒合む 不 良 黄濁白色 底部回転糸切り D-2白濁黄褐

第76図 22 土師器
刺 -2

普通 白色、石英
粒含む

やや不良 淡黄色 外面ナデ、内面回転ナデ C-3白灰

第76図 23

船犠
石英、長石を含む やや不良 乳桃色 外面ヨコナデ C-3白 灰

第76図 24 土師器
杯E-2

普通 白色、石英
粒合む

やや不良 淡黄色 外面ヨコナデ ?

内面ナデ ?

C-3白 灰
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受 馬 遺 跡 出 土 古 銭 計 測 値

挿 図 番 号 土 層 裏 面 種  類
直 径

(cln)

中央穴径

(cln)

厚 さ

(cln)
そ の 他

第 78図 1 里
〔

永 楽 通 宝 2.5 0,5 0.14

第 78 図  2 里
ヽ

?元 ?宝

第 78図 3 里
〔

元 通 ?宝 2.45 0.55 0.1

第 79図 1 3-C 古 2.3 0.6 0.1

第  79 図  2 3-C 文 文 銭 2.5 0.55 0.1

第 79図 3 3-C 文 文 銭 2.5 0.55 0.1

第 79図 4 3-C 文 文 銭 2.6 0.55 0.13

第  79 図  5 3-C 新 0.6 0.1

第 79図 6 新 ? 2.5 0.65 0.07

第 79図 7 里
い

新 2.4 0.6 0.1

第 79図 8 里
（

古 2.45 0.5 0.09

第  79 図  9 里
【

古 2.5 0.55 0.11

第 79図 10 里
【

新 2.4 0.7 0.1

身子 79 優§ 11 里
ヽ

9 2.3 0.6 0.1

夕3 79 屁ζ 12 里
ヽ

古 2.25 0.7 0,1

第  79 図 13 里
ヽ

古 2.5 0.5 0.12

第 79図 14 里
ヽ 新 2.3 0,55 0.1

第 79図 15 里
小

新 2.35 0.6 0.07

第 79図 16 里
〔

尤 新 (元 ) 2.25 0.6 0,11

第 79図 17 里
〔

尤 ? 2.3 0。 6 0.11

第 79図 18 里
〔

古 2.2 0.6 0.08

第 79図 19 里
〔

文 文 銭 2.5 0.6 0.08

第 79図 20 塁
〔

新 2.4 0.5 0.12

第 79図 21 里
小

古 2.4 0.55 0.12

ЯS 79 届§ 22 里
〔

新 2.3 0.65 0,08

第 79図 23 里
〔

新 2.3 0,6 0.09

第 79図 24 里
＾

吉 ? 2.3 0.6 0.11

第 79 図 25 里
〔

新 2.5 0.55 0.11

第 79図 26 里
ヽ

新 ? 2.35 0.6 0,1

第 79図 27 里
＾

新 (九 ) 2.4 0.55 0.1

第 79図 28 里
〔

新 (?) 2.35 0.5 0.1

第 79図 29 里
＾

新 (小 ) 2.3 0.7 0.13

第 79図 30 里
〔

新 (元 ) 2.25 0.6 0.1

第 79図 31 里
心

新 (長 ) 2.4 0.5 0.1 穴が丸い
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PL 3

四ツ廻Ⅱ遺跡調査後近景 (空中撮影)

四ツ廻 Ⅱ遺跡調査後 (空中撮影 )



四ツ廻Ⅱ遺跡 S101完掘状況(1)

四ツ廻 Ⅱ遺跡 SЮl完掘状況(2)



四ツ廻 Ⅱ遺跡 S101土 器出土状況(1)

PL 5

1韻

機

四ツ廻 I遺跡 S101土器出土状況(2)(第21図 1)

電:IⅢ ‐/

事lJ



四ツ廻 I遺跡 S101ビ ット17内土器出土状況(1)(第23図 3)

四ツ廻 I遺跡 S101ピ ット17内土器出土状況(2)(第23図 3)



四ツ廻 Ⅱ遺跡 SЮ l土器出土状況(3)

(第 23図 8)

四ツ廻 Ⅱ遺跡 S101土器出土状況(4)

(第 23図 9)

四ツ廻 I遺跡 S101外側加工段土器溜
'J出

土状況



PL 8

四ツ廻 Ⅱ遺跡 SB01完掘状況

四ツ廻 Ⅱ遺跡SB01遺物出土状況

(第 28図 2)

四ツ廻 I遺跡SB02遺物出土状況



四ツ廻 Ⅱ遺跡 SB03～SB10完 掘状況

西ツ廻 I遺跡 SB03完掘状況


